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    ◎開議の宣告 

〇渋谷登美子委員長 ただいま出席委員は 12名であります。定足数に達

しておりますので、決算審査特別委員会の会議を開きます。 

                             （午前 ９時３１分） 
 

    ◎諸般の報告 

〇渋谷登美子委員長 ここで報告をいたします。 

  本日の委員会次第書は、お手元に配付しておきましたので、ご了承願い

ます。 

  それでは、直ちに本日の審査を始めます。 
 

    ◎議案第５９号の質疑 

〇渋谷登美子委員長 第59号議案 平成19年度嵐山町一般会計歳入歳

出決算認定についての件を議題といたします。 

  既に、健康福祉課に関する部分までの質疑が終了いたしております。本

日は、環境課及び上下水道課に関する部分の質疑から行います。 

  どうぞ。ないですか。終わりますか。 

  川口委員。 

〇川口浩史委員 86ページの環境衛生諸事業の委託料なのですが、捕獲

獣処理業務委託ということで出てますけれども、どんな動物を捕獲すること

にしたのか。捕獲したのか。業者はどこに委託したのか、伺いたいと思いま

す。 

  それから、次のページの関越道の騒音測定なのですが、１回目が７カ所

測定して、２回目が１カ所を３日間連続してやったと。この２回に分けてやっ

たのはどういう目的を持ってやったのですか、伺いたいと思います。 

  それから、塵芥処理の関係なのですが、全体としてふえているという傾



向があると思うのですけれども、いわゆるごみの量というのはふえてきてい

る傾向があるのか、伺いたいと思います。 

  それとこの中で携帯電話に関して町は何の対策もとってないと思うので

すけれども、どのぐらい捨てられたというか、処分されているのかというのは

数としてつかんでいるのでしょうか、伺いたいと思います。 

  それから、次の 88ページの不法投棄の件なのですが、これ処理手数料

が昨年と比較して下がっているわけですね。不法投棄というのは、ちょっと

少なくなってきている傾向があるということなのでしょうか。わかりづらいです

か。不法投棄の傾向ですね、不法投棄の傾向が少なくなっている傾向にあ

るのか、伺いたいと思います。 

  それとそのページの一番下の埼玉環境整備推進事業積立金、これどう

いう目的の積立金なのでしょうか、伺います。 

  あと 108ページのこの表といいますか、委託をしたところの将軍沢里山

除草委託、草刈り委託なのですけれども、これ区長に委託をしたというのは、

ちょっと今までの傾向からして違うなと思うのですけれども、これはどういう

経過からこうなったのでしょうか。 

  それと補助金の嵐山町林業研究会、これ昨年４万 4,500円で今回は大

幅にふえているのですけれども、このふえた理由を伺いたいと思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 それではお答えをさせていただきます。初めに、環

境衛生諸事業の 86ページの関係なのですけれども、ここで委託料で捕獲

獣処理業務委託というものが１万 8,000 円あるわけでございますけれども、

これにつきましては、特定外来生物でありますアライグマの捕獲のために使

った委託でございます。これにつきましては、当初委託で 30万で委託料を

組んでたわけなのですけれども、それが途中いろいろ県のほうの指導だと

かその辺の関係ございまして、猟友会のほうに委託をずっとしていこうという

ふうに考えていたわけなのですけれども、それがちょっとできなくなりまして、

それで途中で打ち切ったということなのですけれども、これについては猟友

会、小川地区、小川猟友会の嵐山支部のほうへ委託して行ったお金が１万

8,000円あるということです。これについては、単価契約、時間当たり

2,000円で９時間やっていただいたお金の１万 8,000円ということでござ

います。 

  次には、関越自動車道の騒音測定の関係だと思うのですけれども、これ

が最初７回、７カ所やってて、次に３カ所やったという、その辺の目的なので

すけれども、最初の７カ所の調査で、それで環境基準値を超えている箇所



が１カ所ございました。それで環境基準値を超えているからすぐ防音壁をや

ってくれというような要望ができないわけでございまして、それについては３

日間連続の環境調査をやってもらって、それで要請限度、これ要請限度と

いうが、要するに幹線道路というか高速道路とか国道とか幹線道路、その

付近に接する空間の特例値なのですけれども、それが基準を超えていれば

市町村長が公安委員会に頼めるというかお願いできるというような仕組み

になってございまして、それの測定で３日間の連続の行ったということでござ

います。結果ですけれども、その結果、やはりこれが昼間の基準が 75デシ

ベル、それで夜の基準が 70デシベルなのですけれども、これについては昼

間が78で、夜が75ということで超えてございますので、防音壁設置の要望

をお願いして、今年度からやってくれるような予定になっております。 

  次に、ごみの量につきましては、一般家庭から排出されるごみなのです

けれども、これについてはちょっと３カ年見てもそんなにふえているとか減っ

ているとかというような状況ではなく、ほぼ横ばいぐらいな状態で来ています。

一応状況的にはそんなことです。 

  それと次に、携帯電話の関係なのですけれども、これについては携帯電

話がどのぐらいあったかというのはちょっとうちのほうでは把握してございま

せん。 

  不法投棄が少なくなった傾向ということなのですけれども、それについて

は、やはり職員が月１回の清掃だとかほかに気がついたら地元の環境美化

のほうから、委員さんのほうから連絡があったり、その都度片づけたりという

ことで、結構きれいになってきています。そういう傾向で少しずつは減ってき

ているのかというふうに考えます。 

  続きまして、埼玉環境整備事業の推進積立金、これにつきましては、平

成 15年から 19年までの５カ年で 20万ずつ積み立てて、今 100万になっ

ています。これについては、20年度はもう 100万になってないのですけれ

ども、今不法投棄、要するにされた場合に大きな不法投棄をされた場合に

ついて、これを県と町とそういう補助というかをもらって、補助とその積立金

を使って片づけていくと。要は悪影響を及ぼすような場合にその対策を、要

するに民地に捨てられていても環境に悪影響を与えるような大きな不法投

棄、そういうものについて、それを最小限の形で片づけていこうというような

ために使う拠出金なのですけれども、そういうことです。 

  108ページの委託料で将軍沢の区長のほうに委託していると、どういう

経過からかということでございますけれども、これについては昔というか前に、

要するに町で買った経緯もあると思うのですけれども、要するにそういうこと

で町が購入して、その後その山を里山として保全しているということの中で、



やはり地元の方にその辺の取り組みをやってもらおうというようなことから将

軍沢の区のほうにお願いしてやってきているというような状況です。 

  林業研究会の補助金なのですけれども、これについては、その補助金

の内容というのか千手堂の小千代山の下草刈り、これが 26万 2,000円で

す。それとあと緑化推進委員会、これも緑化推進委員会なのですけれども、

すべて緑化推進委員会なのですけれども、あと苗木、それが 10万円で合

わせて 36万 2,000円ということなのですよね。それで千手堂の小千代山

の 26万 2,000円というのは、これは春、みどりの家庭募金をやってもらっ

ていまして、それの前年度の実績の半分が還元されるということで、多少は

そこで額が変わってきます。そういう関係でこれは幾らか額が変わってくる

のかなとは思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 川口委員。 

〇川口浩史委員 ありがとうございました。 

  86ページのこの捕獲獣、アライグマの件なのですが、このちょっと猟友

会に依頼、委託したのだけれども、打ち切ったという理由がちょっと説明な

かったので、打ち切って変わりのものをどうしたのか、伺わせていただきた

いと思います。 

  それと騒音の関係はなるほどとわかりました。これ場所はどの辺だか、

差し支えなかったらお聞きしたいと思います。 

  それと携帯電話の件なのですが、これ今後になってくるわけですので、

貴重な金属が含まれているということであるわけですよね。これを今世界中

で出たために環境破壊も進んでいるというふうに言われているわけですの

で、これを処分する場合に町が責任持って、何というかな、町が処分をして、

ごみと同じような扱いにしていくことが必要かなというふうに思うのですけれ

ども、これはこれからの問題ですね。これは要望でいいです。質問できない

でしょう。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 ではお答えさせていただきます。すみません。では

アライグマの関係でございますけれども、これはなぜこういうふうになってき

たかということなのですけれども、これ歳入のほうに県の委託金、31ページ

に保健衛生費委託金、その中にアライグマの個体分析調査業務委託という

のがあるのですけれども、これが急遽県のほうでこういう委託金を差し上げ

ますので、町のほうで使ってくださいということで話がございまして、それでこ

の辺の業務を進める中で県と町が委託をして、さらにそれを猟友会のほうに

委託するというのは、ちょっとまずいだろうと。そういうことでそれができなく



なったと。それについては、町職員で対応するしかないということになりまし

て、それはすべて環境課と産業振興課のほうで対応したというような状況で

す。ですから、かなり業務はふえてしまいました。 

  次に、騒音の関係の場所なのですけれども、その基準値を超えたという

ところは、広野２区に接する部分で、調査したところそこが超えているという

ことでございまして、それについては防音壁の設置の要望を出してありまし

て、それを設置してくれるというようなことで、今返答いただいております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 清水委員。 

〇清水正之委員 86ページの河川の水質、それからその下の悪臭、基準

値を超えているところがあったら教えてもらいたいというふうに思います。 

  それから、不法投棄、先ほど話ありましたけれども、不法投棄なのです

けれども、民地の部分も含めてどのぐらい来ているのかというのは、数字も

わかりますか。それから、家電のほうについても同じなのですけれども、民

地の部分は役場では対応しないというふうになっているのかなと思うのです

が、この民地の部分も含めて嵐山町でどのぐらいになっているのか。なかな

か捨てた人の判明というのは難しいのでしょうけれども、町内の人の場合が

あったのかどうか、わかったら教えていただきたいというふうに思います。 

  それから、108ページなのですが、小千代山の購入とあわせてみどりの

保全条例の制定をしたかと思うのですけれども、地域の中からそういった保

全のための話というのが出ているのでしょうか。条例として制定したところが

あったのかどうか、あわせてお聞きをしておきたいというふうに思います。 

  以上３点ですが。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 初めに、河川の水質のほうの関係なのですけれども、

これについては環境基準値を超えているところがあったということでござい

ますけれども、19年度の調査で市野川が２カ所、それに槻川が２カ所、そ

れと都幾川が２カ所やっているわけですけれども、それで年４回やっている

わけなのですけれども、やはりＢＯＤだとか大腸菌群数というのですか、こ

れについては基準値を超えております。特に市野川が多いのかなというふ

うに感じます。ただ、槻川にしてもこれは谷川橋のところで調査した結果な

のですけれども、これについても大腸菌群数については４回やっているうち

の３回は超えているというような状況です。それと槻川橋、そこについても４

回のうち２回は超えているということで、比較的その辺については大腸菌の

関係が基準値を超えているというような状況です。 

  それと悪臭のほうの関係、セイメーファーム、これについてはセイメーファ



ームの関係で水質、騒音、悪臭ということで調査をさせていただきました。水

質については、基準値をクリアしております。騒音につきましては、若干これ

は超えているところがあります。それと悪臭については、かなり超えていると

いうことでございまして、クリアできているのが水質だけということの状況で

ございます。 

  続きまして、不法投棄の量の関係でございますけれども、件数ではちょっ

と今ここに手元にはあるのですけれども、ステーション関係で不法投棄され

たところが７回、それと換地、道路、水路とかそういう換地に捨てられたとこ

ろが 16カ所、それと自転車が４、車が１というような状況です、19年度につ

いては。 

  それと家電のほうの関係の不法投棄でございますけれども、これについ

ては 19年度エアコンが１台、それとテレビが 31台、冷蔵庫が 13台、それ

と洗濯機が７台、計 52台というような状況でございます。 

  続きまして、それと実際に民地、民地についてはその不法投棄の関係に

ついては町のほうとしても手が出ない部分がございまして、把握していない

状況でございます。町内ということで話があったのですけれども、それにつ

いてもちょっと数字的にはつかめてない状況でございます。 

  それと次に里地里山づくりの条例の関係でございますけれども、これに

ついても小千代山については、保全地域として指定していこうということで今

年指定しました。それと広野の２区に隣接する里山については、広野２区の

そういう里地里山も保全してくれるグループがございまして、その方に保全

してもらおうということで、今その辺の協定だとか契約だとかその辺のところ

を行っている状況でございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかにあれば。 

  河井委員。 

〇河井勝久委員 説明書のほうでお聞きします。85ページの合併浄化槽

の補助の関係なのですけれども、５基というふうに決まっているわけですけ

れども、この締め切り、いわゆる申し込みが５基で決められて後、どのぐらい

の割合でさらに申し込みが出てきているのか。例えば年の途中でそういう人

がたまたま５基と知らずに申し込まれる方がいるのかどうか、そういうことで

の要望はあるのかどうか、お聞きしておきたいと思います。 

  それから、合併浄化槽をこれからもどんどん家族がふえてくるのだろうと

いうふうに思っているのです。この住宅や何かがそういうふうに建っていま

すので、そういう形になるのだろうと思うのですけれども、これ需要がふえて

くるという形については、補助の動きというのはそれでいいのかどうかの検



討というのはされたことがあるのかどうか。 

  それから、例えば年間どのぐらいの割合で今嵐山町の中で合併浄化槽

が設置されてきているのかどうか、おわかりになったらお聞きしておきたいと

思います。 

  それから、ページちょっと確認できないのですけれども、不明水の関係で

すけれども…… 

〇渋谷登美子委員長 不明水は下水道。 

〇河井勝久委員 下水道だっけ、すみません。上下水道だから…… 

〇渋谷登美子委員長 下水道会計、特別会計。 

〇河井勝久委員 えっ。 

〇渋谷登美子委員長 特別会計。 

〇河井勝久委員 ごめんなさい。ではそれだけお願いします。 

〇渋谷登美子委員長 小澤上下水道課長。 

〇小澤 博上下水道課長 合併浄化槽のことでお答えいたします。 

  この５基以外で締め切り後どのぐらいあったのかということなのですけれ

ども、残念ながらないのです、これが。といいますのは、今現在のこの補助

金の制度が一般の新しい、新築家庭については補助出してませんので、単

独から変えるとか、くみ取り槽から、一般のくみ取りから変えるとかそういう

ことですので、これ非常に需要少ないのですね。ですから、この５基で間に

合ってしまったということでございます。 

  そして、20 年度についても今現在でまだ２基の申請しかないのですよね。

それで町全体でというふうなことなのですけれども、調整区域のところで新し

いうちが建つのは税務課のほうでちょっと聞いたのですけれども、40世帯ぐ

らいというふうなことで、これについては当然合併処理の浄化槽はつけなく

てはいけないということになっていますので、それはつけるでしょうけれども、

それについては補助金の対象外ということでございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 河井委員。 

〇河井勝久委員 余り少ないのでびっくりしたのですけれども、町のほうで

は今後合併浄化槽についてどんな内容で例えばそういう水質汚染や何か

の問題も含めて当然出てくるのだろうと思うのですけれども、そういう面での

省令や何かについては具体的なＰＲ活動なんかやってきているのでしょうか。

あるいはそういう現在ある例えばトイレや何かを改修する場合にそれぞれそ

ういう形での業者や何かからその取りつける個人の人や何かに対しての、

そういうのでこういう補助金が出ますよとかそういう形での話というのはされ

ないようになっているのですか、その辺はどうなのですか。 



〇渋谷登美子委員長 すみません。よろしいですか。19年度のことについ

てもよろしいですか。 

〇小澤 博上下水道課長 19年度については、先ほど申し上げたとおりで

ありまして、非常にそういうＰＲ活動については広報紙でＰＲをしたと、２回し

ております。 

〇渋谷登美子委員長 長島委員。 

〇長島邦夫委員 １点だけ質問させていただきます。 

  歳入の部分ですが、37 ページをちょっとお開きいただきたいと思います。

雑入で資源物の売却の代金が入っておりますが、884 万 4,380 円ですか、

非常に高額なのですが、これは常時資源物で回収場所に持っていくのか。

それとも年に１度、２度でしたか、環境美化の指定日がありまして、そのとき

に各地区で活動しておりますが、そういうものを全部含めたのか、その点を

ちょっとお聞きできればというふうに思いますが。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 雑入の資源物の売却の関係でございますけれども、

これについては段ボール、それと新聞紙、雑誌、牛乳パック、衣類、それに

たまにガラスといったものでございまして、これはこのごみ収集カレンダーの

中のこの火曜日とか水曜日とかに金属とかアルミとかありますけれども、こ

れの回収にあわせて回収して、それを売却してもらった代金でございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 長島委員。 

〇長島邦夫委員 それに関することで支出のほうで、歳出のほうなのです

が、関連しておるのですけれども、資源ごみの収集運搬事業がございます

けれども…… 

          〔「ページ」と言う人あり〕 

〇長島邦夫委員 ページは 87ページですけれど、これは２千何百万円ぐら

いございますけれども、ここに委託料ですからこれは今そういった売り上げ

を上げるため、収集するために業者さんが回収をしてそれで衛生組合のと

ころですか、そこまで持っていくその運搬料みたいなものなのですか。それ

とも向こうの衛生組合に任せたものも入っているのでしょうか。ちょっとよくわ

からないので、ちょっと教えていただきたいと思います。 

〇渋谷登美子委員長 はい、田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 お答えさせていただきます。この資源ごみの回収運

搬につきましては、種類としてペットボトル、それと資源プラ、それと茶、無色

の瓶、それとアルミ缶、それに３番目に書いてある紙、衣類というのがある

のですけれども、その段ボール、新聞紙、雑誌、牛乳パック以下紙類に分か



れております。これについては、下の紙、衣類については、これは中田紙業

さんのほうでやっていただいているのですけれども、直接中田紙業さんのほ

うにいってしまいます。それで上の２つの１ブロック、２ブロックに分かれてい

るのですけれども、この中でアルミ缶については、中田紙業さんのほうに持

っていっております。それでほかの部分については、小川地区衛生組合の

ほうに収集して搬入しているということでございます。それの委託の代になっ

ております。 

  以上です。 

〇長島邦夫委員 ありがとうございました。わかりました。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  吉場委員。 

〇吉場道雄委員 説明書のほうでお伺いします。88ページ、動物の死体処

理の委託料の関係なのですけれども、昨年より５万円ほどふえているので

すけれども、どのような動物なのか、どのような傾向になっているのかと。 

  これ関連していまして、24ページですか、動物の死体処理の関係で手

数料２件ということで 4,000円、ここの内容ですか。動物の大小にかかわら

ず一律なのかお伺いします。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 お答えさせていただきます。動物の死体処理事業の

関係でございまして、これは18万5,850円支出したわけでございますけれ

ども、これの実際に処理した内容でございますけれども、これについては犬

が５、猫が 62、その他として 128、計 195件処理してございます。 

  続いて、ページ 24の歳入の動物の死体処理の手数料でございますけ

れども、これについては、１件 2,000円ということで２件ございまして、

4,000円になっています。これについては、犬について１体当たり 2,000

円ということで、大小は関係なく 2,000円ということでございます。ちなみに

猫については１体 1,000円ということになっております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 吉場委員。 

〇吉場道雄委員 これですと、交通事故で亡くなるケースが結構多いと思う

のですけれども、動物ですので、道路から民地ですか、に入っていくような

動物も結構亡くなっていると思うのですけれども、粗大ごみではなく、不法投

棄の場合は公共地の場合は嵐山町に持ってくるのですけれども、民地の場

合は民地で持つということなのですけれども、この動物の場合はどのように

考えたらいいのですか、お聞きします。 



〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 そこはちょっと難しいところで、要するに道路でその

動物がはねられて、それでたまたま民地に入って死んでしまった場合にそ

の辺をどうするのかというようなことだと思うのですけれども、その辺につい

ては明らかにそういうことでわかるのであれば、町のほうの今委託している

業者というか、そこに前に出してといてもらったり何かして処理するというよ

うなことにはしております。ただ、猫の場合については持ち主がはっきりしな

いので、その辺のところの処理だとかその辺も難しいのですけれども、その

辺はちょっと臨機応変に現場見た感じで対処していきたいとは思っています。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 吉場委員。 

〇吉場道雄委員 前は野良犬とかよく死んでいる場合がありましたけれども、

野良犬はよく農家のほうで私はそこへ掘って埋めたりなんかすると、一応処

理見舞いではないけれども、そういうような関係で幾らか補助金みたいのが

あったのですけれども、今はどういうふうになっているのか、ちょっと最後に

聞きたいのですけれども、よろしくお願いします。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 今現在はまことに申しわけないのですけれども、そ

れについては補助はないのですよね。そのかわり積極的に町のほうで片づ

けていくというような方向で考えております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかにありませんか。 

  松本委員。 

〇松本美子委員 説明書でお願いをしたいと思いますけれども、86ページ

なのですけれども、先ほど質問等もありましたけれども、もう一度すみませ

んが、99、事業名 99でしょうか、環境衛生の諸事業ということになると思う

のですけれども、先ほど委託料の関係で私の聞き落としかもわからないの

ですけれども、嵐山支部のほうの猟友会に今までは委託をしていたのです

けれども、そこら辺はちゃんとわかっていますが、単価の若干契約で９時間

ほどだという説明と。それから町のほうでこれから職員さんの対応だという

ようなことだと。それにアライグマが主だったとか、ちょっとそのような説明だ

ったかと思ったのですけれども、もうちょっと細かく、これ申しわけないので

すけれども、ちょっと猟友会に入っている方たちがいまして、その方たちから

もちょっとお話をもらった経緯がありますので、もうちょっとすみませんが、細

かくお世話になれたらよろしく説明をお願いいたします。 

  それと次のページの不法投棄の関係なのですけれども、事業名の６の



場合につきましての不法投棄の処理に対しましては、役務費の関係で障害

保険等が６万 8,000円でしょうか、組んでありますけれども、これは保険を

使った経緯があったのかなかったのかをお尋ねをします。それと保険の内

容でしょうか、２点お願いします。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 これは保護鳥獣処理の委託の関係で１万 8,000円

ということで先ほど単価契約で９時間で 2,000円の単価ですよということで

ちょっとお話させてもらったのですけれども、これは当初の考え方として猟友

会、小川猟友会嵐山支部のほうに１年間を通してそのアライグマとハクビシ

ンの委託をしていこうというふうに考えていたわけなのですけれども、それ

が県の、県との委託契約というか、それに補助金をもらう関係でそれを再委

託は調べたらできないよということで、急遽そこで取りやめて、ですから始ま

ってすぐやめてしまったというような状況でこれだけの９時間しか使ってない

ということでこの金額になっているというものでございます。 

  次に、不法投棄処理事業の中の障害保険につきましては、これは春と秋

に美化清掃運動ということで町内一斉に行っておりますけれども、そのとき

に実際これは出ていただいた方に何か事故でも遭ったときにその辺の保険

を掛けておこうではないかということになりまして、その方にかかるような障

害保険ということになります。それが６万、２回で６万 8,059円ということに

なっています。 

  以上です。 

          〔「経緯がありましたかということを聞いたの 

            です」と言う人あり〕 

〇田邊淑宏環境課長 ですから、これは当然先ほど言ったように、その障

害の事故とかの関係は使ってございません。事故がなかったということで、

使用はしてございません。 

  以上です。 

〇松本美子委員 わかりました。 

〇渋谷登美子委員長 安藤欣男委員。 

〇安藤欣男委員 重複する部分もありますけれども、第１点は資源ごみの

関係なのですが、売却代金はかなり上がってきて 884万 380円ということ

ですが、収集は委託をしているわけですよね。これの収集の委託ですから、

ただこの資源ごみの各地域ごとの量の確定はどこで確認しているのでしょう

か。量の確認ですね、それをお伺いしたいと思います。 

  それから戻ってすみませんが、荒蕪地…… 

〇渋谷登美子委員長 ページ数言っていただけますか。 



〇安藤欣男委員 ごめんなさいね。85ページの上のほうですね。総額では

委託料 60万 7,880円ですが、これは荒蕪地というのは町内にかなりあっ

て、これで処理をしているわけです。頼む人は毎年頼むのだと思うのですが、

大体荒蕪地と思われるものがほぼ解消しているのかどうか。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 資源物の売却と運搬の関係ですけれども、これにつ

きましては、量の確定はどういうふうにしているのかということでございます

けれども、これについては実際にこの暦に沿って回収をして、それで一番い

っているのが中田紙業さんのほうへいっているわけですけれども、それにつ

いては町のほうは中田さんにお任せして、その重量ははかってもらって、そ

れを町のほうに報告してもらって、それで単価を決めてその売却代金という

ことでございます。 

  荒蕪地の関係ですけれども、実際に苦情があったり、あと毎年頼んでい

るところもございますけれども、そういうところを町のほうで把握したり現場を

見たりして通知を出して、その所有者の方に通知を出して、自分で刈るか町

のほうに委託するか選択してもらって、出してもらったわけなのですけれども、

実際にはその中でも所有者が見つからないとか実態にその辺の回答がなく、

何もしてくれなかったとかという部分もあります。ですから、それが完全に解

消されたかということはまずないというような状況です。ですから、それ以上

のまた町のほうで刈れとかという部分をどこまでその環境に影響を及ぼして

いるのかという部分もございますので、その辺はちょっと難しい部分でお願

いするしかないというふうに考えております。要するに草の伸び方、隣の人

が感じ方で違ってくると思うのですよね。要するに今後大きくなってしまって

いる場合と小さくても刈ってほしいというような苦情を言ってくる方もいらっし

ゃいますので、その辺はちょっと無理は言えないですけれども、町でできる

範囲のお願いはしている。それで実際には町でお願いしてやってくれる人し

かやってもらえないというような状況でございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 安藤委員。 

〇安藤欣男委員 答弁漏れというか、紙類はわかりましたが、ほかのペット

ボトルとかそういう資源ごみの量の確定というのは、それはどうなっている

のか、アルミとか鉄類。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 すみません。先ほどちょっとお話しさせてもらったよ

うに、ペットボトル、それと資源プラ、それと茶、無色の瓶、これについては



小川地区衛生組合のほうに搬入になります。ですから、これは売却の中に

ちょっと入ってないのですけれども、売却の中に入っているのがアルミ缶が

入ってます。アルミ缶の回収については、先ほど言いましたように、町内の２

社が集めて、それを中田さんのところへ持っていって、それをはかって確定

していると。ほかの段ボールだとか先ほど言った新聞紙だとか雑誌、牛乳パ

ック、そういったものについては直接中田さんが回収してますので、中田さ

んのほうへいっているということになります。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 安藤委員。 

〇安藤欣男委員 荒蕪地の関係ですが、今課長の答弁だと近隣の人が問

題だと言ったものだけやっていくような感じなのですが、主にですよ。ただ、

見て歩いて何といいますか、景観あるいは火災等々の問題とか危ないよう

なところについては、所有者に要請というかそうしたものはやってないのでし

ょうか。荒蕪地、今は少なくなっていると思いますが、ただそうは言いながら、

地産、志賀２区なんかも住宅が空き家ができたり、それは荒蕪地とは言えな

いかもしれないけれども、荒れているところなんかは、これは荒蕪地対策と

か若干違いますが、どういうふうな対応をしているのでしょうか。 

  それから、この資源ごみの関係ですが、中田紙業に一任してしまってい

ると。アルミ缶については、中田紙業にお願いしているのだという、これは収

集したこの新埼玉あるいは有限会社ウエィストですか、これの収集したのが

アルミが中田紙業にいっているということなのですよね。その量の確定は、

ではどうなっていますか、目方とか。それは中田紙業でだいかんでやってい

るのか。ただ、問題は中田紙業が集めたやつについては、報告だけだとい

うことがあるのでございます。 

  それからもう１点聞きたい部分は、その紙、特に新聞紙等は持ち去って

は困りますよという条例規制をしたわけですが、それの効果はあらわれてい

るのか。その点もお伺いします。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 荒蕪地の関係なのですけれども、要は苦情のあった

部分、それとあと町で毎年こうお願いして、要するにつかんでいる部分があ

りますけれども、それについて町は毎年頼まれている部分については、一

回現地を確認をして、それで実際に伸びている状況だとかそういうものを図

面に落としてきて、それで所有者のほうにお願いしています。実際に火災だ

とかそういう心配もあるのではないか。それについては当然こういう心配が

あるので、所有者の方に刈ってくださいというお願いはその都度出しており

ます。これについては、嵐山町の清掃の環境保全条例の施行規則で空き地



の適正な管理ということがございまして、それで所有者の方にお願いはする

のですけれども、強制的にその辺はできないので、できる限りのお願いはし

ていくというふうにご理解いただければと思います。 

  それとアルミ缶の関係でございますけれども、これについては町内の業

者が集めて、中田紙業さんに持っていきます。中田紙業さんの要するには

かりというのですか、だいかんというか、そこに乗せてもらって、それで目方

をチェックしてその伝票をつけて町のほうに返してもらう。それは月々報告

があります。それは先ほど言った中田さんで回収している部分もそうなので

すけれども、その都度回収が終わったら計量をしてもらって、その計量した

やつを月々まとめて町のほうへ報告してもらうということになります。それで

単価については、毎月これ変動があります。毎月変動があるのですけれど

も、一応木曜日の日本経済新聞に掲載してある売却代金があるのですけれ

ども、その売却代金で精算してもらうということですから、月々変わってきま

す。ただ、毎週なのですけれども、ただうちのほうとしては第１週の木曜日の

日経の売却代金ですか、それを採用するということですね。 

  それで、それと新聞紙の持ち去りだとかその辺の関係の条例だとかとい

うことで、効果はあったかということでございますけれども、これについては、

昨年度についても何回か小川署のほうと町のほうで３班に分かれて、それ

でそういう持ち去りというのを取り締まりしようということでやったのですけれ

ども、そのときはたまたま回収というか無断な回収はなかったのですけれど

も、その後今年に入ってそれらしき方がいましたので、実際には現行犯では

押さえられなかったのですけれども、そういうふうなことで町と警察のほうで

連携してその辺の取り締まりをしているということです。ただ、この新聞紙に

関しまして、減っている。要するに昨年と比べると減っているのですけれども、

それは今個人の回収というか、個人で新聞社のほうとの回収がありますの

で、減ってきているのかなというふうには考えております。ですから、それが

なければもう少しかなり効果があるのかなというふうには考えております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 安藤委員。 

〇安藤欣男委員 ごめんなさい。すみません。参考までに荒蕪地なのです

が、面積とそれから委託先はどうなっているか、それだけをお聞きします。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 荒蕪地整備事業の関係で委託している関係なので

すけれども、これについては、19年度については、刈り取り委託料、これに

ついては 72筆ございまして、面積的には１万 3,478平方メートルです。そ

れと刈り取り処分委託料、これについては９筆ございまして、1,582平方メ



ートルです。これについてはシルバー人材センターと単価契約をして刈り取

りしていただいているということでございます。 

  以上です。 

          〔「すべてシルバー人材センターですか」と言 

            う人あり〕 

〇田邊淑宏環境課長 はい。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  畠山委員。 

〇畠山美幸委員 今の安藤委員の関連なのですが、布なのですけれども、

以前中学校で資源回収をしたときにぼろきれなどはお金にならないと言わ

れて、かえって買い取っていただくような形になってしまうというお話があっ

たのですが、今単価はぼろきれなどはあるのでしょうか。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 衣類の関係については、実際には単価ついてない

です、はい。回収だけしてもらっているというような状況です。特にあわせて、

はい。 

  以上です。 

〇畠山美幸委員 はい、わかりました。 

  もう１回いいですか。 

〇渋谷登美子委員長 はい、どうぞ、畠山委員。 

〇畠山美幸委員 ということは、単価がないということは、重みだけはお支

払いするという形になってしまうわけですか。結局はかりにかけたときに重さ

が出ますよね。そうしましたときにお金は払う状況なのでしょうか。それはな

い。回収料の中に含まれているからそれはないですね。ああ、わかりました。

ありがとうございました。 

〇渋谷登美子委員長 田邊環境課長。 

〇田邊淑宏環境課長 そうですね、この布に関しましては、布、衣類に関し

ましては、要は収集の委託料の中に組み込んでおりまして、それが売却代

金には含まれないということで解釈いただければと思います。 

〇畠山美幸委員 ありがとうございました。 

〇渋谷登美子委員長 ほかにないですか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇渋谷登美子委員長 なければ、環境課、上下水道課の質疑を終結いたし

ます。 

  暫時休憩いたします。45分まで。 

          休  憩 午前１０時３６分 



 

          再  開 午前１０時４８分 

〇渋谷登美子委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  続いて、産業振興課に関する部分の質疑を行います。 

  どうぞ。 

  川口委員。 

〇川口浩史委員 89ページの連合埼玉への補助金なのですが、これ急遽

今後はなくしていきたいということで答えたわけですよね。私もなるほどなと

思ってそれが一番いいなというふうに思いました。どんな協議を１年間してき

たのか、伺いたいと思います。これ町長ですね。 

  それから、90ページの農業委員会の会長の交際費、これが引き下げら

れたわけですけれども、ただ金額がなぜ１万 100円となったのか。何でこの

100円がついたのか、ちょっと説明いただきたいと思います。 

  それから、農耕センターの工事請負でスロープと食器棚の軌道を改修し

てますけれども、これは町内の業者に委託されたのでしょうか。 

          〔「委託料ですか」と言う人あり〕 

〇川口浩史委員 ああ、ごめんなさい。90ページ、一番下から次の 90、91

ページです。よろしいですか。 

  それから、94ページの林業費の関係なのですが、育林コンクール賞品

代というのがあるのですけれども、これはどんなコンクールなのでしょうか。

嵐山からどのぐらいこのコンクールに出ているのか。ちょっとそれでは内容

を伺わせてください。 

  それと昨年埼玉県緑化推進委員会に２万円の負担金を出しているわけ

ですけれども、これがなくなっていると思います。理由を伺いたいと思います。 

  次のページの95ページ、花見台の管理センターなのですが、これテレビ

受信料がなくなっているのですけれども、テレビを見ないようにしたのか、伺

いたいと思います。 

  それとその下の商工会への補助金なのですが、942万円から今度は

854万円というふうに引き下げられたわけですね。今後この引き下げた金

額でいくのでしょうか。 

  それと引き下げはどういう、商工会としては別に困らないということできち

んと同意をとったのかどうだったのか。 

  それと嵐山まつりの補助金も一昨年が 210万円が今回 150万円という

ことになっているわけですけれども、この引き下げた理由を伺いたいと思い

ます。 

  それと次の 96ページ、商工費の消費生活相談員報償、これ回数と相談



内容としてはどんなのがあったのか。ちなみに昨年 44万円だったのですけ

れども、今回は 50万円に上がってますので、回数がふえたのかどうか、お

伺いしたいと思います。 

  それと 97ページの観光諸事業の観光ガイドブック負担金、これ前はな

かったように思うのですけれども、この金額 30万円近いですからどんな負

担金なのか。どのようなことが嵐山町として効果が上げられるのか、お伺い

したいと思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 質問の数がちょっとありましたので、落ちてまし

たらまたよろしくお願いしたいと思います。まず、89ページの連合埼玉の……

ああ、それは…… 

          〔「町長のほうで」と言う人あり〕 

〇水島晴夫産業振興課長 ああ、これは……すみません。では、90ページの

農業委員会の交際費の関係なのですけれども、これにつきましては、花輪

代、委員さんのお父様が亡くなったときの花輪の代金が 8,000円、それか

ら視察研修の謝礼で 2,100円の支出をしておりまして、この１万 100円に

なっております。 

  次の 90ページの農耕センターの工事請負費の関係なのですけれども、

このスロープ工事等について、町内業者にお願いをして工事を実施をしてお

ります。 

  それから、94ページの育林コンクールの賞品代の関係なのですけれど

も、この育林コンクールにつきましては、林業研究会のメンバーの方に自分

の手入れをしている山を候補地として出していただいて、それで今回３名の

方が対象でかまと、山の手入れを行うかま、またかえ刃等を賞品として出し

ております。 

  それから……緑化の推進の関係につきましては、ちょっと調べさせていた

だきます。 

  それから、次の95ページのテレビの受信料の関係なのですけれども、こ

れにつきましては、テレビを見ない形で解約をしております。 

  それから、次の商工会の補助金なのですけれども、これにつきましては、

全体の商工会の事業費によって指定事業費が 3,644万 4,000円ほどあ

りまして、その中から県の補助金が 2,081万、それを差し引きまして、それ

の 55％で 854万円の補助をしておりまして、町で全体の事業費等にあわ

せて補助金については変動をしてくるような形になっております。 

  それから、嵐山まつりの補助金ですけれども、これにつきましては、前年



度からの繰越金がありまして、18年度は……19年度につきましては、当初

前年度の繰り越しがあるために150万で間に合うということで予算は計上さ

せていただいて、全体の祭りの支出につきましては191万7,000円ほどが

かかっております。 

  あと次の消費者行政の関係なのですけれども、相談回数を 18年度につ

いては丸々でなかったのですけれども、19年度については丸々で 50回の

相談回数を行いまして、回数についてふえております。相談の内容としまし

ては、高齢者の訪問販売等の相談が多くありました。それで相談の件数に

つきましては、50回開催してまして 24件の相談がありました。 

  それから、次の観光ガイドブックの関係なのですけれども、これにつきま

しては、町で出している大きなパンフレットなのですけれども、それを観光協

会で半額、町で半額で観光協会のほうに半額の 29万 9,250円を負担しま

して、パンフレットの作成をしております。 

  あと先ほど言った緑化の推進委員会の関係なのですけれども、環境課

のほうに予算がえをしまして、環境課のほうで計上させていただいておりま

す。108ページに緑化推進委員会のほうの負担金として２万円という形でい

ただいております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 岩澤町長。 

〇岩澤 勝町長 連合埼玉比企地域協議会の件ですけれども、毎回川口

委員さんから質問いただくのですが、前回の質問で協議をいたしました。そ

れで全体で考えていきましょうという形でやっているわけですけれども、町村

会で予算期の前に首長あるいは事務局の話が終わった後、首長の会議が

２回ぐらいあるのですけれども、そこのところで各種の補助金等が 50ぐらい

あると思うのですけれども、それを１つ１つ教育関係、農業関係、いろんな関

係というのを連合会みたいのがあるわけですけれども、そういうのを１つ１つ

チェックをいたしまして、毎回これをできるだけ減額の方向でお願いをしたい

ということで、１回目のときには意見を出して、それで事務局でその各事務

局に当たっていただいて、そしてそれを受けてもう１回やって決めていくとい

うようなことをやっているわけなのですが、それは首長の会議なのですけれ

ども、その前に区長長とかあるいは担当の事業の課長等の話し合いを経て、

ですから１回、２回この首長が集まって話すだけではなくて、その前に事務

局関係の話し合いを行って、こういうすべての 50ぐらいの、もっとあるかもし

れないですけれども、それの打ち合わせをしているということで、なくなって

きている、補助金を出してなくなってきているものも毎年出ているような状況

でございます。それでそういうものをなくしていっていいだろうかというような



方向に向けてやってきております。 

  それでこの嵐山町の４万 2,000円ですけれども、これ何となく４万

2,000円だからもう邪魔みたいな感じなのですが、ほかの市町村とはこれ

けたが違うのですよ。もっと大きいのですね、額が。ですので、これ一緒にや

めてしまうというようなことにすぐいかないで、交渉としている段階なのです

よ。ですから、そういう中で年々これも毎年私意見出したりしてあれしている

のですが、そういうことで嵐山町４万 2,000円だから取ってしまってもいい

ではないかというような感じがあるのですけれども、これはほかの市町村で

は全くけたが違う金額が出ているもので、相手方ともなかなか交渉がスムー

ズに運んでない。今年もこれからすぐまとめて、また新しく今年度も交渉は

ありますけれども、なかなかこれをというのはどうなのでしょうかという状況

でございます。嵐山町より、ですからほかの市町村のほうが厳しい状況とい

いますか、といったような状況でございます 

〇渋谷登美子委員長 川口委員。 

〇川口浩史委員 わかりました。ちょっと１点だけなのですが、管理センター

のテレビを見ないということでやめたわけですね。そうすると、他の施設はど

うなのかなというふうに思うのですね。これ要望なのですけれども、当然調

べていただいて、余り見ていないようであれば、これは全部ができてもいい

のではないかと思うのですが、よろしくお願いします。 

〇渋谷登美子委員長 要望ですね。 

〇川口浩史委員 産業振興課だけではなくて、全体的に。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  河井委員。 

〇河井勝久委員 何点かちょっとお伺いします。説明書のほうで 93ページ

の畜産業費の関係で畜産振興対策事業で資質改善精液導入ですけれども、

町内の酪農家が年々少なくなってきているのかなというふうに思っているの

ですけれども、そういう中でこれは年間何頭分ぐらいの資質のものを導入さ

れているのか。乳牛だけにこれは使用しているわけでしょうか。その辺をひ

とつお聞きしておきたいと思います。 

  それから、97ページの関係で都幾川の桜堤なのですけれども、今年々

桜の木が大きくなってきて、観光では相当な大きく役立っているわけですけ

れども、今個人ボランティアの方が桜と桜の木の間に個人的にやっている

のかどうかはっきりわからないのですけれども、アジサイを植えてますよね。

このアジサイについては、この前私もあそこを散歩しながらちょっと聞いたり

なんかしたことなのですけれども、個人的にやっているのだと。そういうもの

について、例えば産業課のほうではそれを個人的にやっていることだからと、



あるいは観光に役立つことだからという形で認めているのだろうと思うので

すけれども、ではそれに対する個人的にやっているものだからというので、

全く補助等はされてないのかどうか、お聞きしておきたいと思います。 

  それから、観光諸事業の中で全国京都会議、これ毎年行っているわけで

ありますけれども、19年度がどんな協議がされたのかお聞きしておきたいと

思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 まず、93ページの畜産振興対策事業の資質改

善の関係ですけれども、乳牛のみで 111頭の補助助成をしております。 

  それから、次の 97ページの桜堤の間の関係なのですけれども、そのア

ジサイまたスイセンを植えてあったかと思うのですけれども、それについて

は特に補助等は行ってはいません。 

  それから、全国の京都会議の関係ですけれども、これにつきましては、

京都の委員さんもご存じのように、京都の名所にあやかって各観光地のＰＲ

ということで全国的な展開をさせていただいておりまして、昨年につきまして

は、盛岡で京都会議が行われて、その大会に参加をさせていただいており

ます。それでその中で京都会議の中でいろんな町のパンフレットとかその辺

の宣伝をさせていただいているのが現状でございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 河井委員。 

〇河井勝久委員 そうすると、111頭の乳牛だけでいいことだけなのですけ

れども、１回、１頭当たりどのぐらいの割合になっているのでしょうか。それで

この 111頭すべて接種されて、例えば 100％というのですか、子牛が生ま

れているのでしょうか。その辺はどうなのでしょう。 

  それから、どんなところからこれ畜産所から入れているのか、特定の獣

医さんを通して入れているのか、その辺はどうなっているのでしょうか。 

  それから、アジサイの件なのですけれども、これは別にではそこのところ

に何を植えても別におとがめなしの形で今は認めてしまっていると。あれ、

かなりこれから観光化してくると、桜の後のまた一つの花の名所にもなって

くるのかなというふうに思うのですけれども、ちょっとあれでは少ないかなと

いうふうに思っているのですけれども、その辺は河川敷の外という形もある

のだろうと思うのですけれども、その辺はオーケーになっているのかどうか。 

  あとそれからこの京都会議の関係ですけれども、そうするとこれは毎年、

毎年京都で行われるのではなくて、いわゆる嵐山という地名を使ったところ

それぞれが持ち回りでやっているわけなのでしょうか。そういう形で嵐山は



どういう形でのこの全体的なＰＲをしているのでしょうか。そこをお聞きしたい

と思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 乳牛との関係については、ちょっと今調べてま

すので、ちょっとお待ちいただきたいと思います。 

  それで桜堤の関係なのですけれども、あそこについては、河川敷で桜も

県の許可をいただいて植えているわけなのですけれども、それでアジサイ

については、余り大きくなってくると県のほうからまたクレームが来るかもし

れないのですけれども、その辺の許可についてはとってないと思います。 

  それから、全国京都会議の関係なのですけれども、この京都会議につい

ては、全国京都会議に参加をしている団体で持ち回りでということなのです

けれども、それで今年行われる前に来年の候補地として嵐山と小川でという

ことでちょっと京都会議のほうから話があったのですけれども、ちょっとまだ

受けられないかなということで、ちょっとお断りはさせてもらったのですけれ

ども、いろんな人達が集まってくることに関しては、それによってかなりＰＲが

できるのかと思う。 

  それと乳牛の資質改善の関係なのですけれども、単価的には 2,000円

から 4,000円でこれは酪農のほうを専門にやっているところからお願いを

してやっているような形になっております。 

  それで子供がどのぐらい生まれるかというのは、ちょっと把握してなくて

申しわけないのですけれども、多分子供が生まれないと乳が出ないのだと

思いますので、ほとんど生まれているのかなというふうには思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 河井委員。 

〇河井勝久委員 そうすると、補助とそれから酪農業者とは接種について

は折半ぐらいになっているのでしょうか。 

  それから、京都会議なのですけれども、今嵐山と小川でというお話が打

診されているという形で、課長１人ではそれオーケーというふうにはいかな

かったのかもわからないのですけれども、そうすると嵐山町としてもやっぱり

全国的にアピールできるということで幾ら何でもわかるのだろうと思うのです

けれども、そういう意味でいつごろまでにこの検討の結果ですか、それが出

せるようになっているのでしょうか。直前まではずっとというふうにはならな

いのではないかというふうに思ったのですけれども、その辺は執行側のほう

ともどういう形で検討しているのでしょうか。 

  以上です。 



〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 まず、乳牛の関係なのですけれども、酪農家さ

んと約半額ぐらいずつの負担で実施をしております。 

  それから、京都会議の会場等の関係なのですけれども、来年について

は、お断りはしたのですけれども、向こうの事務局さんのほうから言うと、近

いうちにお願いをしたいということでは言われております。いつ、こうそれが

整うかというのはなかなかわからないのですけれども、全国持ち回ってやっ

てますので、埼玉で嵐山と小川しか入ってないのでという話で、また近いう

ちに同じような話が出てくるとは思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかには。 

  松本委員。 

〇松本美子委員 それではお尋ねさせていただきます。まず、22ページの

使用料の関係ですけれども、農業構造改善センターの使用料の件ですが、

主にどういった方たちが使用しているのか。件数的なものと価格的なものは

出てますので、わかりましたので、結構です。 

  それとやはり同じくその下の管理センターの関係ですが、どのような方た

ちが使用しているのか、お尋ねをします。 

  それからですけれども、やはり管理センター、農耕センターの委託の関

係がありますけれども…… 

〇渋谷登美子委員長 ページ数。 

〇松本美子委員 すみません。95ページが管理センターですね、これは委

託先でほかの場所でもちょっとお伺いしたのですけれども、同じところに何

年間ぐらい委託しているのか、お尋ねします。 

  それと同時にちょっと戻らせてもらって、92ページなのですけれども、や

っぱりこれはちょっとページ間違ってましたね、ちょっとごめんなさいね。95

ページが管理センターの委託の関係ですね。内容につきましては、今と同じ

の内容で委託先と委託はどのような形で委託をしているのかということと。も

う１点は、同じ業者がどのくらいの年数を委託されているのかということ。19

年度までで結構ですからお尋ねをさせていただきます。 

  もう１点、農業センターもやはり同じくお聞きいたします。管理センター、

農業センターの関係です。 

  以上です。 

  91ページでしょうかね、農業センターの関係は。91ページの農業センタ

ーのほうの今言った委託の関係。95ページが管理センターですね。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 



〇水島晴夫産業振興課長 まず、22ページの使用料というか利用者の関

係ですけれども、詳細に詳しくはちょっと把握してなくて申しわけないのです

けれども、花見台の管理センターにつきましては、ダンスとか企業、工業団

地の中の企業、そういった方たちの利用が多いかなと思います。 

  それから、農耕センターにつきましてもダンスとか、また町内のグループ

というか、そういう方が多いのかなと思います。 

  それから、委託の関係ですけれども、花見台の管理センター、農耕セン

ターについて冷暖房とか電気の保守、それから消防設備、警備等について

は、清掃も含めて当初から同じ相手方と契約を見積もり等徴収させていた

だいて、委託の管理は行っております。ここ何年かについては変わってはい

ないです。委託先について、では花見台の管理センター、冷暖房設備の委

託が長島冷暖房サービス、それから消防設備の保守管理が東埼化学工業

所、それから電気の保安管理の委託が石川電気管理事務所、それから警

備の委託がセコム、それから清掃につきましては戸口工業に委託をしてお

ります。 

  それから、農耕センターにつきましても、冷暖房設備につきましては長島

冷暖房サービス、それから消防設備につきましては東埼化学工業所、それ

から電気の保安管理委託につきましては石川電気管理事務所、それから

……浄化槽につきましては新埼玉環境センター、それから警備委託につきま

してはセコム、清掃委託につきましてはシルバー人材センターとそれから戸

口工業に委託をしております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 松本委員。 

〇松本美子委員 22ページの件ですけれども、主に花見台については企

業かダンス教室かそういったような形だということですね。それはではわかり

ましたけれども、農耕センターのほうにつきましてもダンスかなというような

お話のようでしたけれども、そうなると、大広間が中心に使用されているとい

うことで理解してよろしいでしょうか。割合的にはそうなのでしょうか。決算で

すので、お尋ねします。 

  それであといつもあとなんかいっぱいだというふうに伺ってますけれども、

ダンスとなるとそんなでもないのかなという気もするのですけれども、そのほ

かにも多種多様な方たちがお借りしているのかなというふうにも理解はして

いますけれども、なかなかあいてないというような話も伺ってますので…… 

〇渋谷登美子委員長 空き状況と、使用の空き状況と使用場所ということで

すか。 

〇松本美子委員 そうですね。 



〇渋谷登美子委員長 使用会場と…… 

〇松本美子委員 そうですね、一番使用しているのが大広間なのでしょうか

ということになると、もう少し研修室とか和室とかもありますから、その辺の

利用内容は利用していないのか、お尋ねします。どのぐらい割合だったのか

ですね。……質問です。 

  それから、管理の委託なのですけれども、花見台の関係についても農耕

センターの関係についても同じようなところが全部管理している。これは当

初あたりから全部同じところだということなのですけれども、あえてほかとの

関連で見積もりを出してもらうとか、そういったことは 19年度も考えなかった

のですか。そこ、同じところにずっと長年委託しているということは。 

  ちょっとわからなかったのですけれども、清掃の関係はシルバーさんとち

ょっと出ましたけれども、これは外回りということで解釈でよろしいのでしょう

か。これは農耕センターのほうの関係ですかね。ちょっと清掃委託のほうで

シルバーと戸口さんだというふうにちょっと答弁があったような気がしたので

すけれども。 

  それとほかのところも長年同じ形で来ているということについての考え方

は 19年度も同じの考えなので、ほかのところの関連を見なかったのかとい

うことですね。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 まず、農耕センター等の利用の状況なのですけ

れども、特にホール、農耕センターにつきましては、ホールと研修室等が多

く利用されているのかなと思います。それで個別の利用の状況については、

ちょっと把握してなくて申しわけないのですけれども、お許し願いたいと思い

ます。 

  それから、利用されてなかなか使えないという話なのですけれども、その

辺については、こっちも余りそういった苦情とかというのはその時点で把握し

てなくて申しわけないのですけれども、そこ、農耕センターがいっぱいであれ

ば管理センターとかその辺の案内についてはそういう話が来たときにはさせ

ていただくような形にはさせてもらっております。 

  それから、委託等の関係で見積もり等の関係なのですけれども、これに

つきましては、１社でなく２社、３社から見積もりを徴して実施をしております。 

  それから、農耕センターの清掃委託の関係なのですけれども、これにつ

きましては、中の清掃等についてもシルバーさんに外回りと中についてもシ

ルバーさんにお願いはしております。戸口工業さんにつきましては、床の大

きな清掃とか窓ふきとかその辺の清掃をお願いをしているような状況でござ



います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 松本委員。 

〇松本美子委員 そうしますと、細かい使用内容の関係につきましては、ど

こがどういうふうになっているかわからない。満配であれば管理センターの

ほうへいかがでしょうかというふうに指導はしているというようなことでよろし

いですね。はい、それは、ではそういうことであればよろしいと思います。 

  それと委託の関係なのですけれども、何か最初の答弁ですと、ここずっ

と何年も見積もりは今の答弁でわかりましたけれども、見積もりを取って、２

社なり３社なりから取ってましたということでしたらいい。もちろん一番安いと

ころに委託をしているということなのでしょうけれども、何でしょう、前年度も

こういう形かなとちょっと思ったので、この会社はそれぞれ保守管理にしても

電気にしても一番もちろん安かったということでよろしいのですね。わかりま

した。ありがとうございました。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  畠山委員。 

〇畠山美幸委員 先ほどのちょっと確認なのですけれども、先ほどの花見

台工業団地の管理センターのところにテレビはもう視聴してないということで

したが、こちらのを見ますと、ケーブルテレビがかわりについているようなの

ですけれども、ええ、ということは今後ケーブルテレビが今ここに９万 720円

と載っているのですが、今後やっぱり 2011年に今のテレビは視聴できなく

なりますので、今後あちらに農耕センターとかああいうところも順次こうやっ

て９万幾らとかという金額がかかって、ケーブルテレビに変えていく方向にな

っていくことになるのでしょうか。とりあえずこちら、ケーブルテレビがついて

いるようなのですけれども、これは視聴はできているのでしょうか。確認しま

す。 

〇渋谷登美子委員長 何ページにケーブルテレビ…… 

〇畠山美幸委員 95ページです。 

〇渋谷登美子委員長 産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 95ページのケーブルテレビの共架利用につき

ましては、これにつきましては、工業団地ができたことによって、あの辺の周

辺の方の電波障害等が出てまして、それの関係で電柱に管理センターに受

信の設備がありまして、その受信の設備から各家庭に電波を送っているよ

うな形になっております。それでこの共架費につきましては、それの電柱を

使用させてもらっている費用になっております。それでこれから 2011年地

上デジタル、それになったときにはそれをどういうふうにしていくかというの



は、これからの電波のほうの調査をさせていただいて、できれば設備がなく

なればこういう費用もかからなくなるので、やってみたいということで、今これ

からのこの2011年までの検討課題とさせてもらっています。これにつきまし

ては、電柱の使用料となっております。 

〇畠山美幸委員 ありがとうございました。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  清水委員。 

〇清水正之委員 92ページの農業者のフォローアップ事業なのですが、農

業制度の補助金で非常に使いやすい補助金になっているかなというふうに

思うのですね。19年度でどういう事業で、どういう団体にどのぐらい出して

いるのか、ベストスリーぐらいまでのがもしわかればお願いしたいと思いま

す。 

  それからその上の農業近代化資金 12件とあるのですけれども、新規で

貸し付けがされているのがあるのかどうか、お聞きをしておきたいというふう

に思います。 

  それから、95ページの中小企業の近代化資金なのですが、何年か前に

融資枠を拡大したかと思うのですね。そういう面では今年度新規で借りた部

分があるのかどうか。これ利子補給ですから、この部分、現在どのぐらい、

19年度末でどのぐらい貸し付けになっているのか。何件ぐらい貸し付けに

なっているのか、あわせてお聞きをしておきたいというふうに思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 まず、フォローアップ事業の関係ですけれども、

19年度で８件フォローアップの事業の助成をさせていただきました。それで

この中身としましては、パイプハウスについてが３件、それから酒米の補助

でこれで嵐山営農さんに補助申請をしております。１件。それから、花卉栽

培の生産組合のほうの関係ですけれども、花卉栽培の種の補助をさせてい

ただいています。それから、原油の高騰に伴って補正をさせていただきまし

て、７名の方に補助をしております。それから、農業の近代化資金の利子補

給の関係ですけれども、この関係につきましては、新たにはありませんでし

た。 

  それから、95ページの中小企業の経営の近代化資金の利子補給の関

係ですけれども、新たに19年度あったかというのは、ちょっと把握してなくて

申しわけないのですけれども、全体の件数で 71名の方に利子補給を行っ

ております。それで全体の補助金額は 100万円ですので、限度額が７万円

で利子額の 6.91％の補助を行っております。借り入れの関係なのですけ



れども、件数で 154件、71名の方がお金を借りているわけなのですけれど

も、それで 19年度末で 14億 9,289万 7,388円がこの今回の助成の対

象になっております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 清水委員。 

〇清水正之委員 今年度というか 19年度の新規の貸し付けというのはな

かったのですか。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長、どうぞ。 

〇水島晴夫産業振興課長 ちょっと詳細についてまとめたものだけをいただ

いておりますので、詳細についてちょっと把握してなくて申しわけないのです

けれども、よろしくお願いしたいと思います。 

〇渋谷登美子委員長 清水委員。 

〇清水正之委員 ああ、いいです。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  青柳委員。 

〇青柳賢治委員 92ページです。下から２行目ですけれども、嵐山町の農

業振興政策事業費補助金のところで 183万 3,000円ですか、これはどの

ような事業に対しての補助金であって、どのような効果があったということを

お尋ねしたいです。92ページ。 

  それからもう１点、その前に戻って 91ページです。やっぱり農業総務諸

事業の中の埼玉の中部農業共済組合ですか、これが今年 94万 2,000円

という負担金になっているわけですけれども、これもかなり倍額ぐらいになっ

ているかと思うのです。その辺のところをどのようにしてこのような金額にな

っているか、その２点についてお伺いします。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 まず 92ページの農業振興対策事業費の補助

金の関係ですけれども、これにつきましては、嵐山営農でコンバインを購入

をする費用として、これにつきましては、県の補助金が同額をいただいて、

町をトンネルというか、町をくぐって支出をしているような形になっております。

それで大豆の作付のための刈り入れとかその辺の関係でのコンバインの購

入になっております。かなりの効果というか、転作田に大豆をつくってそれで

その機械を使って作業を行っております。かなりの効果は出ております。 

  それから、埼玉中部農業共済の関係ですけれども、これにつきましては、

18年度までは額的には、18年度は 42万 5,000円だったのですけれども、

これにつきましては、共済組合全体で共済組合が合併をするときにかなり

各地区、地区によって開きが、これは川越のほうから、あといろんな共済……



西部地域の共済組合が一緒になって、14年のときに入間、比企、北足立で

合併をして、そのとき比企については共済の掛金については、合併当時は

少なかったのが、合併によって不均衡が生じてまして、それを 19年度から

は調整をさせていただいて、全体を同じような割合で調整するような形にな

って 19年度から共済の掛金についてはかなりふえたというような状況にな

っております。これは共済については、組合でやらなければ各町村単独で

実施しなければならないというような法律がありまして、どうしてもそれが共

済組合でやることによってかなり安くはなっているというような現状になって

おります。 

〇渋谷登美子委員長 青柳委員。 

〇青柳賢治委員 では、この 183万 3,000円県のほうからいただいて、コ

ンバインの台数はもちろん１台かと思われますけれども、大体そのうちの４

割ぐらいに当たるのか、この辺だけちょっと教えてください。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 コンバインの価格ですけれども、615万 8,250

円、30ページにあるのですけれども、それの 30％が県からの補助金で、そ

の県から町にいただいて、町から営農のほうに支出をしております。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  吉場委員。 

〇吉場道雄委員 では１点ほど質問させてもらいます。説明書の 92 ページ、

36番の地産地消総合対策事業の中で農業体験学習指導者謝礼ですか、

私ちょっと勉強不足だったので、これは中学校で行っている体験チャレンジ

事業と同じように酪農家かなと思っていたのですけれども、これで見ると、こ

れは多分小学校の５年生を対象に農業体験を行っているのだと思うのです

けれども、２名で 10万なのですけれども、この内容ですか、お聞かせもらい

たいのですけれども、よろしくお願いします。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 農業体験学習につきましては、町内の３つの小

学校の小学校５年生を対象に実施をさせていただいておりまして、それで嵐

山営農さんとあと鎌形の担い手さんへ５万円ずつの謝礼をお支払いをして、

田植えと収穫、稲刈りが主なのですけれども、それの体験の指導をしていた

だいている謝礼で支出させていただいております。 

〇渋谷登美子委員長 吉場委員。 

〇吉場道雄委員 私七郷小学校の下を通るのでよくわかるのですけれども、

ほかの志賀小、菅小も同じように田んぼですか、田植えをしているのだと思

うのですけれども、あとまた収穫のときに地産地消ですからどのような方法



で食べているのか、ちょっとお聞かせしてもらいたいのですけれども。 

〇渋谷登美子委員長 水島産業振興課長。 

〇水島晴夫産業振興課長 ３校とも各圃場がありまして、そこで実施をさせ

ていただいておりまして、収穫した米については給食に使っていただいてい

るのだと思います。できれば、本当にはああいうところでどこかへいっておに

ぎりでもつくって食べていただくというのがいいのでしょうけれども、今のとこ

ろは給食で使っていただいているような形になっています。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇渋谷登美子委員長 なければ、産業振興課に関する質疑を終了いたしま

す。 

  暫時休憩いたします。休憩時間は午後の再開は１時30分からとします。 

          休  憩 午前１１時５１分 

 

          再  開 午後 １時２９分 

〇渋谷登美子委員長 休憩前に引き続きまして、続行いたします。 

  続いて、都市整備課に関する部分の質疑を行います。 

  川口委員。 

〇川口浩史委員 22ページの道路占用料なのですが、600万から入って

いるわけですけれども、この電柱等にかけているお金というのは、他町村と

は何といいますか、そんな大きなずれがなくてといいますか、他町村の状況

というのは比べているのか、伺っておきたいと。 

  それから、都市公園の占用料と使用料、これちょっとどんなことで使用さ

れたのか、差し支えなければ伺いたいと思います。 

  それと 104ページ、埼玉県の河川協会の負担金がふえているわけなの

ですけれども、ふえた理由、伺わせていただきたいと思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 木村都市整備課長。 

〇木村一夫都市整備課長 お答えいたします。ページ 22ページの占用料

の関係なのですけれども、他町村との単価がどうかと、こういうご質問だと

思うのですけれども、これについては、決められた単価でよそを調べたとき

のあれでやっていますので、今までも同じだと考えております。 

          〔「ずれはないの」と言う人あり〕 

〇木村一夫都市整備課長 ずれ的には多分ないかと思います。 

  それと都市公園の使用料なのですけれども、これにつきましては、駅前

公園を下水道工事をやるために一部公園のところを使用したいという会社



の申し入れに基づきまして、昨年の 19年 10月１日から 20年２月 29日ま

でを使用された代金が入っているというものでございます。 

  それと河川の負担金の増になっている理由なのですけれども、嵐山町に

ついては、19年度ですか、19年度については、都幾川の河川工事が一部

改修工事をするということで、その部分に対して負担金が一部増額になって

いるというものでございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 川口委員。 

〇川口浩史委員 ああ、そうですか。河川協会の関係なのですが、都幾川

の河川が改修されるということで、なるほど。これはこれからされるわけなの

ですか。19年度もうされたわけで、負担金は払ったけれども、ちょっとそれ

で先ほどもちょっと今のお昼休みの中で、カワウが大発生していて、森林公

園のこのコイかな、この関東の中でもトップクラスだということであるらしいの

です。この辺も当然被害というのか遭っているのですけれども、野鳥の会に

ちょっと聞いたのですけれども、カワウを幾ら処分しても、魚が食べられれば

もう幾らでもふえるということで、河川のあり方、特に魚の逃げ場所、一帯に

塩を張ったりして、逃げ場所をつくっておかないとカワウを処分しても何にも

なりませんよということで、カワウの処分は野鳥の会がもちろん全部するし、

そういうのはやるといったのですけれども、なるほどなと思って、河川改修に

当たってやはりこの都幾川でもそうですけれども、アユや何かちょっといなく

なってしまっているわけですので、そういう改修のあり方というのは大事では

ないかなと思うのですけれども、何かその辺はお聞きになっているか、これ

から言う機会があるのか、ちょっと伺わせていただきたいと思います。 

〇渋谷登美子委員長 木村都市整備課長。 

〇木村一夫都市整備課長 これについては、学校橋から下流の右岸側の

槻堤の工事をやっていますので、河道の中の整備はまだやらないので、そ

こまでのあれというのはやってない状況だと思うのですね。それで嵐山町の

場合、学校橋から上流の玉川境の班渓寺橋までですか、ふるさとの川モデ

ル事業というものを取り入れまして、学校橋の上流の護岸についてはそうい

うものの適用をしたり、また八幡橋の上流のところについては、魚道ですか、

そういうものを何ら取り入れてきてやっているということで、川口委員が心配

しているようなこともおいおいと河川整備の対応をされているというのが現

状だと思います。 

          〔「やっているのか」と言う人あり〕 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  清水委員。 



〇清水正之委員 98ページなのですが、積算システムの運用プログラムの

使用料なのですけれども、これは具体的にはどういう内容なのでしょうか。 

  それから、102ページから 103ページ、工事の事業の関係で繰越明許

等がふえているかと思うのですけれども、繰越明許になった理由をお聞きを

しておきたいというふうに思います。 

  それから、105ページ、建築確認の関係ですけれども、民間から出され

る建築確認というのは、どれぐらいあるのか。もし把握していれば教えてもら

いたいと思います。 

  同じく 105ページなのですけれども、平沢の区画整理の関係ですけれど

も、町はある程度事業を発注する場合の基準というのを設けていますけれ

ども、区画整理の中の工事の発注の基準というのは何かあったのでしょう

か。 

  それから、ちょっと把握ができなくて申しわけなかったのですけれども、

114ページ、災害復旧が２カ所あったと思うのですけれども、どういう内容だ

ったのか、お聞きをしておきたいと思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 木村都市整備課長。 

〇木村一夫都市整備課長 98ページの土木積算システム運用プログラム

使用料ということで、これについては、埼玉県の積算基準の単価をこの機械

に打ち込みまして、県の単価を利用させてもらってね電算化で積算ができる

という状況で、数字を出せば積算自体はそう時間がかからない点は同期積

算ができるというようなものの費用でございます。 

  次に、102から103ページの繰り越しの理由ということなのですけれども、

これについては、用地買収が絡みますので、相手の理解がなかなか得られ

ない状況で年度末近くになってきて、このまま事業を進めてもできないという

状況なものなので、繰り越しをさせて進めているというものが全部のもので

ございます。 

  それと 105ページの民間の扱いについては、今調べているので、ちょっ

とお待ち願いたいと思います。 

  それと平沢の区画整理の工事の基準という話ですが、これについては

同期積算に基づいた工事をやっていますので、道路についても、また宅盤

の擁壁ですか、そういう関係についても通常の積算基準に基づいたものを

利用して工事をやっているというものでございます。 

  それとページ 114 ページの災害復旧の内容ということなのですけれども、

これについては道路災害と河川災害、１カ所ずつ国のほうから認めてもらっ

て事業をやったもので、河川については前川の高城橋の上流のところの災



害復旧を１カ所やらせてもらったものでございます。それと道路災害につい

ては、越畑の 279号線で十三軒から南へ見たところの道路が一部崩れまし

たので、そこのところを災害復旧を該当させてやらせてもらったというもので

ございます。 

〇渋谷登美子委員長 清水委員。 

〇清水正之委員 積算のプログラムの関係ですけれども、そうしますと、す

べての工事について、一たん業者からの設計書ができた段階で職員がもう

一度直すというふうな作業がとられているのでしょうか。 

  それから、平沢の区画整理の話ですけれども、単価的にはこういう形に

なっているのでしょうけれども、工事の発注に関する基準というものが設け

られているかどうか、お聞きをします。 

〇渋谷登美子委員長 木村都市整備課長。 

〇木村一夫都市整備課長 それでは、同期積算システムの関係なのです

けれども、工事の業者から上がってくるというのは、単価については業者に

ありませんので、数量までが町がお願いしているものなのですね。単価につ

いては、町が前はこういう冊子が来てましたので、それを取りながら積算し

てたものがこの積算システムの中に入れ込んだ場合、機械から出てくるとい

うようなものなので、数量までが業者のほうでやっているというものでござい

ます。 

  それと区画整理の工事の発注基準というのは、町の基準にのっとったよ

うな形で工事のほうも発注をさせてもらっているというのが現状です。 

〇渋谷登美子委員長 清水委員。 

〇清水正之委員 そうしますと、設計書の合計金額については、すべて職

員で積算をして出すということで仕様書の閲覧をするというふうになっている

という理解でよろしいのかどうか。 

〇渋谷登美子委員長 木村都市整備課長。 

〇木村一夫都市整備課長 委員さんご質問のとおりの形でやっております

ので、町で全部積算をしまして、合計金額を出しているというものでございま

す。 

  それと 105ページの官民からの建築確認の関係なのですけれども、町

へ通過しているのが 48件で、民間については事後の話なので、ちょっとこ

れ把握できないので、大変申しわけありません。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇渋谷登美子委員長 なければ終了いたします。都市整備課に関する部分

の質疑を終了いたします。 



  暫時休憩します。 

          休  憩 午後 １時４４分 

 

          再  開 午後 １時４９分 

〇渋谷登美子委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、教育委員会学務課に関する部分の質疑を行います。 

  どうぞ。 

  畠山委員。 

〇畠山美幸委員 お２つお伺いします。１つが説明書の 115ページに中学

生社会体験チャレンジ事業がございますが、そちらに報償品費３万 4,440

円がありますが、これは企業に差し上げたものか、幾らぐらいものを差し上

げたのか、教えてください。 

  それと各小中学校に受水槽高架水槽清掃の代金が入っておりますが、

それは年に何回受水槽のお掃除をされているのか、教えてください。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 それでは２点にわたりますけれども、お

答えをさせていただきます。まず、115ページの消耗品の関係ですけれども、

これ今委員さんのほうからお話でがございましたように、中学生、社会体験

するわけでございますけれども、いわゆる受け入れてくれた企業への謝礼と

いうことでございまして、１カ所 1,000円未満くらいの石けんとかそういった

たぐいのもので対応させていただいているということでございます。 

  それから、各小中学校に受水槽の関係等があるわけでございますけれ

ども、清掃については基本的には年１回ということでございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 畠山委員。 

〇畠山美幸委員 では、清掃のほうはわかりましたので、大丈夫なのです

が、チャレンジ事業のほうですが、毎年受け入れしていただいているところ

に必ず粗品を差し上げているような状況なのでしょうか。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 毎年かということですけれども、ほぼ毎

年でございます。 

〇渋谷登美子委員長 畠山委員。 

〇畠山美幸委員 要望ですが、毎年差し上げなくても、一番最初にお願い

にいったときに１回差し上げて、後はもう子供たちも一生懸命お手伝いをし

てくれて、企業側としては助かっていると思いますので、最初にもうお願いす



る１回だけで今後は大丈夫ではないかなと思うのですけれども、余り費用を

使わないようにしていただきたいかなと思います。要望です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  吉場委員。 

〇吉場道雄委員 では、説明書の 118から 128ページなのですけれども、

ちょっと細かいところなのですけれども、各種学校の室内化学物質の測定

業務委託ですか、これはどういうものかということと。 

  小学校３つありますけれども、これ入園料とか入館料ですか、細かい数

字ですけれども。 

  あと 122ページなのですけれども、志賀小学校の…… 

          〔「もっとゆっくり」と言う人あり〕 

〇渋谷登美子委員長 ゆっくり言ってください。 

〇吉場道雄委員 はい。説明書の 121ページなのですけれども、除草作業

なのですけれども、志賀小学校の除草作業なのですけれども、7,010円と

いうことなのですけれども、これ随分少ない金額で見積もってありますけれ

ども、これで大丈夫なのでしょうか。 

          〔「終わっている」と言う人あり〕 

〇吉場道雄委員 だから、一応これでやっていけるのかどうかです。よろしく

お願いします。できたのかどうか。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 すみません。ちょっと伺いますけれども、119ページ

から 120ページの委託料のことについて、それぞれですか。 

〇吉場道雄委員 内容です。 

〇渋谷登美子委員長 この内容を伺ってどうするのですか。ちょっと伺いま

す。私は本当にちょっとこの内容を伺って、決算でこの内容を伺って委託料

を、検尿料、心電図、ギョウ虫検査、こういうのを伺ってどうするのですか。 

〇吉場道雄委員 室内化学物質ですか。 

〇渋谷登美子委員長 室内化学物質の委託料ですか。 

〇吉場道雄委員 はい。 

〇渋谷登美子委員長 119ページと 120ページ…… 

〇吉場道雄委員 118ページから 128ページということで。 

〇渋谷登美子委員長 室内化学物質の委託料。 

〇吉場道雄委員 はい。 

〇渋谷登美子委員長 どのようなことかということですよね。はい、わかりま

した。 

〇吉場道雄委員 あとその下の入園の……各小学校の３つの小学校があり



ますけれども、それの…… 

〇渋谷登美子委員長 菅谷小学校の入園料とかそういうやつですか。 

〇吉場道雄委員 はい。 

〇渋谷登美子委員長 使用料及び賃借料の入園料が１万 785円が何かと

いうことと。それから、七郷小学校にもあるのですか、その入園料が。 

〇吉場道雄委員 あります。 

〇渋谷登美子委員長 七郷小学校にはないですよね。入館料は学校諸管

理事業で負担金補助及び交付金で入館料はありますけれども、それは何

かということをお伺いするのですか。 

〇吉場道雄委員 では、それはちょっといいです。 

〇渋谷登美子委員長 ちょっと待ってください。決算なので、すみません。こ

こにいろいろ事業をしたことが評価書に出てます。それを見て、そして安易

に決算なので、この数字は何かという形で…… 

〇吉場道雄委員 では質問をやり直していいですか。 

〇渋谷登美子委員長 やり直してください。 

〇吉場道雄委員 はい、わかりました。 

  では、すみませんでした。失礼しました。すみませんでした、勉強不足で。

では説明書の 118ページから 128ページですか、室内環境物質測定業務

委託ですか、その結果を聞きたいのですけれども。 

  それと志賀小学校の除草作業なのですけれども、この7,010円、これで

どのぐらいできたのかどうか。ではその２点よろしくお願いします。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 まず、各小中学校の化学物質の結果と

いうことでございます。今基本的には２つの物質について調査等やって、分

析をしていただいているのですけれども、まず１つがホルムアルデヒト、いわ

ゆる通称ホルマリンということです。これが各校６カ所程度で図工室、理科

室、パソコン教室、そういったところで各教室のところで測定をさせていただ

いております。今の基準が0.08ppm以下ということですけれども、ただ夏休

み等人がいない、子どもたちいないときにやっていますので、若干閉め切っ

たりとかしていますので、数値がちょっと若干超えているところもあるのです

けれども、おおむねは以下で推移しているということでございます。基準値

を超えているのが菅小で１カ所、七小で１カ所、志賀小で１カ所、玉中で２カ

所、若干超えているというところがあります。 

  それから、もう１つがダニのアレルギーの有無というのでしょうか、ダニア

レルゲンというのがあるのだそうですけれども、ダニが発生することによって

そういったアレルギーが出るということで、その辺について調査をさせていた



だきました。それで特にこちらにつきましては、確認はできなかったと、でき

ないということでございます。 

  それから、入園、入館料、これらについては、各校で遠足とかそういった

修学旅行とかでこれは教職員の負担分という形で入園料等としております。 

  ちょっと除草の志賀小の関係については、ちょっと時間いただければと

思っております。よろしくお願いします。 

〇渋谷登美子委員長 吉場委員。 

〇吉場道雄委員 化学物質の関係なのですけれども、測定したら基準を超

えているところがあったということなのですけれども、どのような対応をしてき

たのかということと。 

  この除草作業なのですけれども、ちょっと七郷小学校だとか玉ノ岡中学

校から比べますと、少なくてよくやったなと思いますけれども、本当に七郷小

学校なんかは学校応援団ですか、その中に美化清掃だとかという項目があ

りまして、地域の人たちと一緒にやっているわけですけれども、玉ノ岡中学

校の場合も校長が全部呼びかけながら保護者に話をしてみんなやってて問

題はないと思うのですけれども、志賀小学校の場合は少し町場なので、や

っぱり機械を持っている人が少ないのかなと思って、多分これは校長先生、

教頭先生の努力が大変なのかなと思いまして、やっぱり先生わかっている

なというわけなので、その点をよく見てもらいたいなというのがあります。そ

の答えは要りませんけれども。 

          〔「志賀小の場合は一生懸命やっているのだ、 

            地域の応援団で」「ちょっと違うのではな 

            いの、質問が」「いえいえ、要望でという 

            ことだから」と言う人あり〕 

〇渋谷登美子委員長 まだ答えも来てないのですよ。 

          〔「要望でっと言っているから」と言う人あり〕 

〇吉場道雄委員 要望ではなく、答えは要らないのですけれども、その１点

だけお願いします。 

          〔「どうでもいい話だよ」と言う人あり〕 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 それではこの委託の関係についてご説

明させていただきます。 

  除草ということですけれども、垣根に毛虫とかそういうことで、そのある一

定の部分を何というのでしょうか、切って退治というのでしょうか、除草という

かそういった形でやらさせていただいて、除草という形で書かせていただい

たのですけれども、実態はそういう形でございます。毛虫とかが葉っぱにか



かったので、それを刈り払いをして退治したほうがいいのでしょうけれども、

除草という形でやらせていただいたと、実態はそういうことでございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 化学物質のあれは。 

〇小林一好教育委員会学務課長 すみません、失礼しました。化学物質に

つきましては、先ほどちょっと申し上げましたように、いわゆる窓をあけて風

通しよくしていきますと、数値がぐんと下がります。そういった対応でやらせ

ていただいたということでございます。 

  以上です。 

〇吉場道雄委員 いいです。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  河井委員。 

〇河井勝久委員 説明書でお願いしたいと思います。116ページの義務教

育振興事業の中の児童送迎バスの運行委託料、これ既に鎌形小学校の関

係で終わったのですけれども、この運行期間中に自動車修繕で、例えば運

行がとまったということはあったのでしょうか。 

  それから、もう終わっているわけですけれども、その後車両はもう既に廃

車されてしまっているのでしょうか。その２点。 

  それから、123ページで志賀小学校なのですけれども、オオスズメバチ

の駆除があったのですけれども、これは子供には被害なかったのでしょうか

をお聞きしたいと思います。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 116ページのまず１点目が送迎、これは

旧鎌小の子供を菅小まで運んだということで、１年間の限定でやらさせてい

ただいたわけですけれども、ちょっとうら覚えで申しわけないのですけれども、

１回だったですか、何らかの形でちょっとトラブルというかありまして、修理し

たという記憶はあるのですけれども、細かい内容までちょっと覚えてなくて申

しわけないのですけれども。ただ、途中でとまったという話はちょっと聞いて

はいないのですけれども、ということです。 

  車両については、基本的にはその後総務課のほうへ所管という形になり

まして、総務課のほうで売却をさせていただいたというふうに聞いております。 

  それから、オオスズメバチの関係で子供に被害はなかったかということで

すけれども、子供に被害はありませんでした。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 河井委員。 

〇河井勝久委員 そうすると、１回トラブルか何かはっきりわからないけれど



も、あったということで、そのために子供が通学に支障が出たということはな

いのでしょうか。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 朝だったと思いました。これについては、

もう事前にそういった緊急時の場合の対応については、各ＰＴＡとも相談をし

まして、各父兄のほうで連絡を取り合っていただいて、送っていただいたと

いうふうに記憶しているのですけれども。だから、そういう意味では支障はあ

りませんでした。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  川口委員。 

〇川口浩史委員 114ページに事務局諸事業の中に埼玉県町村教育長会

というのがあったのですけれども、今回ないみたいなのです。ちょっと理由を

伺いたいと思います。教育長会、町村教育長会。 

  それから、次の 115ページの外国青年招致事業でこの備品購入でガス

テーブルなんか買っているのですよね。どういうところに住んでいるのかなと

思うのですけれども、昨年は掃除機買っているのですよね。ちょっとどういう

ところに住んでいるのか。これを何で買ったのか、お伺いしたいと思います。 

  それから、さわやか相談員、一番下から次のページになりますけれども、

さわやか相談員、これは相談があったのか。まず、そこを伺いたいと思いま

す。 

  それと 118ページの菅小の清掃委託料が七小や志賀小と比べて少ない

のですけれども、なぜこれ少なくてできるのか。 

  それと体育館のモップリース、ちょっと細かいのですけれども、この金額

が七小にはなかったのか、七小にはないのですよね。菅中、玉中は金額同

じなのですけれども、ちょっとどういう基準になっているのか、細かいことな

のですけれども、ひとつお願いします。 

  それと 119ページで鎌小の生徒が来たわけですから、健康診断のこの

委託料なのですけれども、ですから上がるのが普通かな思うのですけれど

も、健康診断委託料は若干下がっているのですよね。何か検査項目が少な

くなったのか、伺っておきたいと思います。 

  それと吉場委員さんが質問した室内化学物質の件なのですが、窓をあ

ければということで、これは冬もそういうふうにしているわけなのですか。一

定時間あけて下げるということなのでしょうか。原因は何かはつかんでいる

のか、伺っておきたいと思います。 

  それと 124ページで要保護、準要保護の各学校の人数をちょっとお聞き



したいと思います。 

  それと各学校でちょっとこれページないのですけれども、動き回ってしま

うような子供ですね、他動性まではいかないのかな、そういう子供というの

は、各学校で何人ぐらいずついるのか。不登校がどのぐらいいるのか、ちょ

っと伺いしておきます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 それでは、ちょっと数多いものですから

もし漏れてたらまたご指摘いただきたいと思いますけれども、県の町村会の

教育長会の負担金の関係につきましては、19年度、教育長、この112ペー

ジをちょっと見ていただければと思うのですけれども、予算を立てたときに運

営事業のほうに移動させていただきましたので、そちらで対応をしていると

いうことでございます。 

  それから、２点目が外国青年の招致事業につきまして、この関係につき

ましては、現在やっておるわけですけれども、アパートを借りておりまして、

その中で生活をしていただいているわけでございますけれども、そういった

中でガステーブルあるいはそういった先ほど委員さんのほうからありました

掃除機等が古くなって、どうしてもかえなくてはいけないということでかえさ

せていただいたというのが現状でございます。 

  それから、115ページから 116ページのさわやか相談員の関係でどん

な相談があったかということでございますけれども、具体的には不登校、そ

れから学業、性格、行動そういったような内容でございます。 

  続きまして、その次ちょっとわからなくて申しわけないのですけれども、ち

ょっと後でご指摘いただければと思うのですけれども、続いて 119ページの

いわゆる健康診断の関係ということですけれども、健康診断、これにつきま

しては、先生方の、子供でなくて先生方の健康診断でございまして、これに

ついてはその年、年人間ドックを受ける先生等もおりまして、そういった先生

方については、こちらではやらない先生も多いわけでございまして、そういっ

た意味で若干のその年によって上下というのでしょうか、金額の上下が生じ

てくるかなというふうに考えております。 

  それから、化学物質については、今冬にどういうふうにしているのかとい

うことですけれども、特にこういったことについては、夏場にある程度出るの

かなというふうに考えておりまして、ですから冬にちょっともう一遍はかって

みればいいのかなというふうには思っているのですけれども、現在そこまで

やってないのですけれども、そういった冬場についてはそんなに出てないか

なというふうには理解はしています。原因については、やはりそういった建



材とかそういう中に含まれている部分が若干あるのかなというふうにはして

いるのですけれども、特に特定はしたというのは正直ございません。 

  それから、要保護、準要保護の関係でございます。ちょっとお待ちくださ

い。それでは、各学校につきまして申し上げます。菅谷小学校が 44人でご

ざいます。続きまして、七郷小学校が４人、志賀小学校が 15人。それから、

菅谷中学校が16人、玉ノ岡中学校が13人、これらでございます。それから、

他動性ということですけれども、この件につきましては、大木課長のほうから

ちょっと答弁させていただきます。 

〇渋谷登美子委員長 大木副課長。 

〇大木 剛教育委員会学務課学校教育担当副課長 その他動性について

ですが、これは程度に差はやっぱりあります。授業中等落ちつかいなで、他

の生徒にちょっと迷惑をかけるというような点での報告は今は２名だけ受け

ております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 19年度です。 

〇大木 剛教育委員会学務課学校教育担当副課長 19年度ですか。 

〇渋谷登美子委員長 19年度。 

〇大木 剛教育委員会学務課学校教育担当副課長 19年度は特に受け

ておりません。 

〇渋谷登美子委員長 不登校。 

〇大木 剛教育委員会学務課学校教育担当副課長 不登校については、

19年度につきましては、中学校が 19名、小学校が１名です。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 失礼しました。１点、七小のモップの関

係でございます。これ過去予算をいただいてリースでやっておるのですけれ

ども、七小についても同様の予算については上げさせていただいて、ただこ

れ 19年度は七小についてはワックスがけを新たにしまして、そういった観

点もあるかな。それともう１つ、七小については、いわゆる生涯学習関係の

利用等もほかの学校に比べると頻度が低いという点もあろうかと思うのです

けれども、この七小のモップに関しましては、いわゆる学校の判断で執行し

なかったと。要は使わないで間に合ったというのでしょうか。そういう形でここ

には上がってないと。ですから、予算的には同様の額が上げてあったという

ことでございます。 

  以上です。 

〇川口浩史委員 清掃委託料も聞いたのですが。 



〇渋谷登美子委員長 菅小の清掃委託料……菅小の清掃委託料は他に比

べて低いという……わかりますか。ちょっと休憩しましょうか。大丈夫ですか。

休憩しましょうか、５分ぐらい。 

〇小林一好教育委員会学務課長 その辺については、ではいいですか。 

〇渋谷登美子委員長 はい、どうぞ。 

〇小林一好教育委員会学務課長 清掃委託で菅小が少ないというふうなこ

とですけれども、この辺については、学校のほうの判断である程度必要なエ

リアでやっていますので、規模の大小でなくて、そういった形で各校取り組ん

でいただいておりますので、そういったことでご理解をいただければというふ

うに思うのですけれども。 

  なぜ少ないかと言われても、ちょっと取り組みでという形なものですから。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 川口委員。 

〇川口浩史委員 外国青年招致の問題なのですが、ガステーブルを何で町

が用意しなければならないのかなというのが私は疑問なのです。ガステーブ

ルなんていうのは、アパートの所有者が用意すべきものではないのかな思

うのですけれども、この契約、どういう契約を結んでいるのか。どういうアパ

ートに住んでいるのか。どういうアパートに住んでいるのでしょうか。もし差し

支えなかったら教えていただきたいと思います。 

  それと清掃委託料なのですけれども、その学校の判断だとおっしゃられ

たわけですけれども、七小は 12万 1,000円かかっていて、そうするとかな

り努力されているのだと思うのです。これは無理な努力であるのかどうかと

いうのは、わからないのですけれども、これはほかでも努力して少なくすると

いうことができるのか。先生方忙しいですから、先生方に頼むというのもこれ

はちょっと問題かなと思いますが、これどうして努力をして低くできているの

かというのは、やっぱりお聞きをしておいたほうがいいですよね。それで低く

できるのでしたら、当然ほかも低くするようにしていかないといけないと思う

のですけれども、これ無理がなければ。そういうことで伺います。ちょっとそ

れ伺います。 

  後の問題はわかりました。 

〇渋谷登美子委員長 では、答えていただく前にお願いしたいのは、外国

青年招致事業についての具体的な契約内容を教えてあげて、話してくださ

い。そのほうがいいと思います。 

  それから、清掃委託料にしては、３年ぐらいのものがありますよね。その

中でやっているのかもしれないし、そういったことも含めてお答えください。

休憩しなくても大丈夫ですか。 



          〔「休憩って言えば休憩になるよ」「委員長判 

            断だよ」「そういうのは委員長が判断して 

            もらわなかったら休憩とれないよ」と言う 

            人あり〕 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 建物の契約については、賃借人と当然

所有者、それと賃借人については、外国青年という形で、町のほうは連帯保

証人というような形、契約を結んでいると思いますので、という形でやらさせ

ていただいております。その中に器具的なもののいわゆるものの規定という

のはないわけですけれども、ガスの使用という形でそういった使用料等につ

いては乙の負担とすると。乙というのは、賃借人ですけれども、そういったこ

とでございます。契約上は特に器具はどうのというのは規定はございません。

それでこれを町のほうでなぜ対応しているかと申しますと、ご承知のように、

ここのところは何年か１年で変わっているわけなのですけれども、そういった

中で対応が個人でやるとまた新たなものを買うという話になるわけでござい

ますけれども、もったいないということもありまして、当初からそういったもの

については、町のほうで予算をいただいて対応してきたというものがありま

して、そういった意味でこういったものについては、町のほうで対応させてい

ただいたというものが実情でございます。 

  それから、清掃でございますけれども、学校の清掃につきましては、用務

員さんもおりますし、また学校の先生方も手伝ってやっていただいたりとか、

また特に最近については、応援団の方に除草作業等もやっていただいて、

非常にありがたいというふうに思っております。そういった意味では、各校そ

れぞれ予算を執行させていただいて使わせていただいているわけですけれ

ども、そういったお金を使わないような努力というのでしょうか、なるべくそう

いったことでの努力というのは各校していただいているというふうに理解して

おります。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  長島委員。 

〇長島邦夫委員 １点お聞きします。14ページなのですが、一番下にあり

ます中学校の進路指導事業ということで、中学校の進路対策費ということで

28万円載っています。２校ありますから……説明書のほうです、ごめんなさい。

114の一番下です。 

          〔「14 って言ったよ」と言う人あり〕 

〇長島邦夫委員 失礼しました。中学校の卒業するときに当たるわけです



から、就職するにしろ進学するにしろ人生の別れ目、大変重要な時期なの

ですが、この進路対策費でどんなものに使われているのか、内容をお聞き

できればというふうに思っています。よろしくお願いします。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 それでは、114ページの進路指導の関

係のどのようなものに使われているかと。その前にどのような内容の事業と

申しますか、やっているかということで申し上げます。まず、各２つ中学校あ

るわけでございますけれども、各高等学校あるいは専門学校、そういった説

明会、見学会、一日体験入学、こういったような先生も含めましてというふう

なことあるいはご父兄等交えた三者面談等々の関係、そういった中でござ

いまして、使っているのは消耗品、それから通信費、それから学校等の紹介

の資料の購入といいましょうか、そういったもの、そういったようなものに使

わせていただいているということでございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 長島委員。 

〇長島邦夫委員 学校２つありますけれども、大体半分ぐらいずつのあれ

ですか、その点ちょっと。そんなに半分にすると 14万ぐらいになって、そん

なに大きい金額ではないので、大変重要な時期なので、これで足りているの

かなというふうな感じを持つわけですが、この点ちょっとお聞きします。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 今のお話でありましたように 28万という

ことで、14万ずつでございます。足りているのかということですが、報告書類

の上では足りているということで理解をしております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 長島委員。 

〇長島邦夫委員 今学校から帰って、塾通いが普通の生活になっている子

も多いと思います。学校で進路指導しないで、塾でしていると。そこにおんぶ

をしているという家庭も随分多いと聞きます。要請があれば増額などして、

そのような塾に頼らない進路指導ができればそのほうが理想ではないかな

というふうに思うわけです。 

  以上要望といたします。ありがとうございました。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  松本委員。 

〇松本美子委員 それでは何点かお尋ねさせていただきます。まず、114

ページなのですけれども、これは115ページの外国青年の関係にもちょっと

つながってくるかなと思いますけれども、英会話の関係ですけれども、これ



は中学の２校に英会話の講師を派遣をしての 203万 5,000円ということだ

と思うのですけれども、実際の授業時数ですか、はどんなふうになっている

のか。19年度はその中の対応の取り組みをしたのかというふうにお尋ねを

させていただきます。 

  それと 18年度も 19年度も同じ講師だったのでしょうか。今年度も前年

度並みに。そうしますと、この金額は妥当というふうに解釈してのお願いだと

思うのですけれども、同じだとすれば、その基準が何だったのか、今年度お

願いした。 

  それから、この次のページですけれども、ちょっとこれ私わからなくて申し

わけないのですけれども、下のほうの外国青年の関係ですけれども、ＪＥＴ

の事業会費というものが７万 2,000円ほど組んでありますけれども、これ

は負担金というふうな形ですか。というふうにＪＥＴということだと思うのです

けれども、どういうふうなもののところに７万 2,000円の負担をしているの

か、お尋ねします。 

  それから、144になると思うのですけれども、学校給食の関係になります

が、まずは臨時職員さんと正規の職員さんでの対応、調理等契約していた

だいて骨折っていただけているということはわかってますけれども、臨時さん

は何名ぐらいの対応で行ったのか。今年、19年度もちろん決算ですから 19

年度ですけれども、どのぐらいの年数でしょうか、を臨時さんを雇っての対

応をしているのか、お尋ねさせていただきながら。もちろん食事の関係です

から保健の、保菌の検査委託というのももちろんやっていることで、こちらに

も載ってますけれども、それはお尋ねしたいのは、臨時職員さんも職員さん

もぎりぎりでやっているかなというふうに解釈はいたしておりますけれども、

もしその検査の結果、保菌者が出たというときは、どんなふうな対応をやっ

て 19年度もしいましたらですけれども、この対応があったのか。あるいはこ

れ定期的に検査というふうなものにも入って 30万 6,000円が入るのかな

というふうに思っていますけれども、その辺をお尋ねさせていただきたいと

思ってます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 まず、114ページの英会話、事業時数と

いうことでございます。これにつきましては、それでは過去申し上げます。菅

谷中学校200時間ちょうどでございます。玉中が 144時間。菅小54時間、

七小が 25時間、志賀小が 33時間というような数字でございます。 

  それから、同じ講師かということでございますけれども、同じ講師でござ

います。 



  それで妥当かということでございますけれども、これは前年に踏襲した形

でやらさせていただいておりまして、町内の業者さんということで年々やって

きておりまして、私どもとすると、そういった形でちょっと統一をさせていただ

いたという面がございまして、そういった意味でまあまあ妥当かなというふう

には理解をしております。 

  それから、続いて 115ページのＪＥＴの会費でございますけれども、７万

2,000 円の会費でございまして、これはＪＥＴを日本に導入するについては、

この会費を払わなければならないということになりまして、これの使途につい

ては、参加者、各例えばアメリカとかカナダとかいろいろの国があるわけで

すけれども、そういったところも含めて参加者募集、選考、連絡調整、そうい

ったものに使うというふうなことでございまして、これはそういった協議会の

ほうへ納めているということでございます。 

  それから、臨時職員の関係については、所長のほうから答弁させていた

だきます。 

〇渋谷登美子委員長 小林共同調理場所長。 

〇小林秋男教育委員会学務課学校給食共同調理場所長 それでは、調理

場の調理員さんにつきまして私のほうから回答させていただきます。 

  平成 19年度の調理員さんにつきましては、第一、第二両方合わせまし

て、正職員が７名、臨時職員さんが７名ということで、臨時の方につきまして

は、７名で常時調理を行っております。緊急で休みがいたときの場合に１日

単位で３名ほど待機してというか、お願いする方おりますけれども、常時７人

で実施をしております。 

  年数につきましては、今年の４月から採用された方と長い人ですと 10年

以上の方がおります。 

  それから、保菌検査につきましては、調理場職員全員と各学校の配ぜん

員さん、用務員さん、幼稚園の先生、全体で29名ほどになりますけれども、

毎月２回ずつ保菌検査を実施しております。平成 19年度、それ以前につき

ましても特に異状が出た方はありませんでした。失礼しました。調理場職員、

配ぜん員さん、用務員さん、幼稚園の先生、そのほかに各食材を納入する

業者の方、いきいき野菜農園ですか、その方、それから車の運送をお願い

してあります運送会社の直接配送する職員の方、調理場の関係の職員以

外の方は有料で実施しております。全員につきまして、特に異状はありませ

んでした。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 松本委員。 

〇松本美子委員 それでは、英会話の派遣の関係なのですけれども、金額



的には去年並と大体同額の話でさせていただいていますし、日数的にも時

間数ですか、わかりましたけれども、同じ方でしょうかというふうに多分伺っ

ていたかと思ったのですけれども、もし抜けていたとしたら改めて、では…… 

          〔「同じ人」と言う人あり〕 

〇松本美子委員 同じ人だということで、それはではどういったような考えの

もとに同じ方が、何年間ぐらい、19年度までに講師派遣という形でお願いし

ていたのか、教えていただけますか。 

  それから、給食の関係ですけれども、正規と臨時とそれから１日採用の

方が控えていてくださると。幸いにして保菌者の関係は出てなかったという

ことで、まことによいことかなというふうに思っていますけれども、臨時の関

係の方はあくまでも臨時ですから仕方がないのかなというふうな部分もあり

ますけれども、長年 10年以上というふうになってきますと、やっぱり現場で

すからそれはできる方がやっていただくのは一番ベストかなというふうに思

いますけれども、この点は19年度も同じ初期から19年度までずっと同じ対

応で来ている。年数が長くなったのでしょうけれども、その辺についての何

か今までの考え方というか、何かそういうものは今後でなくて、19年度まで

で結構ですけれども、あったのでしょうか、お願いをするのには。現場です

から仕事ができるからとかいろいろあるかなと思いますけれども、ほかに何

かもしあるようでしたらお願いします。特に長くお願いをしている部分につい

ての考え方というか、ある部分ではわかったつもりですけれども、尋ねてお

きます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 英会話、同じ方ということで、何年かとい

うことですけれども、調べてみましたら平成５年からですか、同じ方にお願い

しているということで、町内の業者の方ということでしたので、そういった形で

踏襲をされたということでございます。 

  以上です。 

  臨時職員の関係についは、所長のほうから。 

〇渋谷登美子委員長 小林学校給食共同調理場所長。 

〇小林秋男教育委員会学務課学校給食共同調理場所長 長い方につきま

して、特別な理由というか、そういうのは特にございませんけれども、少ない

方、人数が欠けた場合募集しまして、足らない方は補充はしていますけれど

も、やっていただける方はそのまま続けてやっていただいているということで

ございます。 

〇渋谷登美子委員長 松本委員。 



〇松本美子委員 臨時職員の関係は、一応規定があってということですけ

れども、それは６カ月で最高執行やっているということなのでしょうけれども、

その辺の考え方はほかの臨時職員さんとほぼ考え方が同じで来ていること

は来ているのだと思いますけれども、基本は、そういうことだと思うのですけ

れども、それはどうなのでしょうか。別にあえて何かそういうものは、現場で

すから仕事の関連もあるというふうに私も先ほど申し上げましたけれども、

それぐらいのことですか。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 では私のほうでちょっとお答えをさせて

いただきます。 

  町全体のいわゆる臨時職員、これはいろんな職種があるわけでございま

すけれども、基本的に事務職等々については、いわゆる半年というふうな継

続でいって、最長３年というふうな内部規定という形で処理されるわけです

けれども、給食調理場、現場の職員のほうにつきましては、今委員さんの方

からもお話しありましたように、なれとかそういった形で相当やっぱり仕事量

が違ってきますので、そういった３年の範囲からは外させていただいており

ますので、そういった意味ではある程度長い人もいるかなというふうには思

うのですけれども、そういったことでございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかにありませんか。 

  清水委員。 

〇清水正之委員 113ページなのですけれども、鎌形小学校の見回りに対

する報償１人なのですが、多分帰り、下校時なのかなというふうに思うので

すけれども、１人なのですけれども、多分下校時の見回りなのかなというふ

うに感じるのですが、だとすると、千手堂のほうから回るところと、それから

農免のところを回っていくという形で２通りの通学路になっているかと思うの

ですけれども、この見回りに対する報償というのは、具体的にはどういうも

のなのか。まずお聞きをしておきたいというふうに思います。 

  それから、先ほどの外国人の招致事業なのですが、先ほど契約内容を

お聞きしたのですけれども、アパートの敷金とかというのは、払う必要のあ

るものなのでしょうか。どういう形で敷金を払っているということは、アパート

を借りているのだと思うのですけれども、権利金だとか家賃だとかそういっ

たものとの関係で、敷金というのを払う必要があるものなのかどうか、お聞

きをしておきたいというふうに思います。 

  それから、さわやか相談室なのですけれども、以前は全学校に配置がさ

れ、県の補助がなくなって、１人になった。今中学校２校に配置されていると



思うのですけれども、全体の件数とそれから小学校の３校、この時点では３

校かな、３校から寄せられた相談というのがどのぐらいあったのか、お聞き

をしたいというふうに思います。 

  それから、117ページなのですけれども、吉田集会所の改修工事なので

すが…… 

〇渋谷登美子委員長 それは生涯学習。 

〇清水正之委員 生涯学習か、すみません。それから、児童生徒の健康診

断なのですけれども、心電図や脊柱側湾症、具体的には検査結果によって

どのぐらい出ているのか。要検査になった子供たちの後からの指導というか、

検査だとかその辺がどういうふうにされているのか、お聞きをしたいというふ

うに思います。 

  それから、最後なのですが、来年４月から幼稚園が鎌形小学校のほうへ

移るということで、今年が最後のあの場所での最後になるわけですけれども、

131ページで幼稚園の教育懇話会が開かれたというふうになっています。こ

の懇話会の具体的内容を含めて課題等が出されていればお話しいただき

たいというふうに思います。 

〇渋谷登美子委員長 暫時休憩します。３時まで。 

          休  憩 午後 ２時５０分 

 

          再  開 午後 ３時０２分 

〇渋谷登美子委員長 再開します。 

  清水委員の質問に対しての答弁をお願いします。 

  小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 それでは、113ページの旧鎌形小学校

の見回りの件ですけれども、登校時とかというお話があったのですけれども、

この件についてはご承知のように、統合しまして無人というような形にしてご

ざいまして、近所の人にいわゆる１日に１回程度ちょっと外から見ていただ

いて、異常があったら知らせていただくというようなことでございまして、そう

いった見回りということでご理解をいただければというふうに思っています。 

  それから、外国人招致の関係でアパートの敷金は払わなくてはいけない

のかという件でございます。これについては、契約上契約をしたときにいわ

ゆる敷金として５万円を入れるということで契約上必要だというふうに考えて

います。ただ、これは実は前のアパートがちょっと古くなりまして、昨年かえ

ましたので、ですからそのアパートで変わらなければ１回ということでご理解

をいただければというふうに思っております。 

  それから、さわやか相談員の関係の小学校の状況については、後ほど



副課長の方から答弁をさせていただきます。 

  続いて 117ページの健康診断、何点か項目がありますので、それぞれ

について説明させていただきたいというふうに思います。まず、脊柱側湾症

の検査、これについては小学校で４年生、中学校で１年生を対象にやるわ

けでございますけれども、合計で 340人ほど受けておりまして、そのうち疑

いということで 15人ということで、4.4％程度の出現率ということでございま

す。それから、続いて心臓の関係、これについては小学校１年生と中学校１

年生ということで、全体で 318人受けまして、そのうち異状が、異状というか

10人、それで様子を見ましょうというのが３人ということで、出現率が 3.1％。

それからギョウ虫検査、これについては幼稚園も全員が入るわけですけれ

ども、幼稚園と小学校 563人ということで、陽性が１人ということでございま

した。この方については、二次審査をして正常になっているということでござ

います。それから、尿の検査でございます。これについても小学校、中学校

全員やっているわけですけれども、小学校で 995人受けまして陽性が 10

人、二次を 10人のうち９人がやりまして、そのうち７人が正常ということで、

二次でちょっと異状があったというのが２人ということで、たんぱくが出てたり

とかそういった状況でございます。それから、中学校については、490人受

けまして、陽性が24人、そのうち22人が二次を受けまして、正常が20人、

異状が２人ということでございます。結果については以上のような状況です。

指導をどうしているのかということですけれども、各校養護教諭等おります

ので、その養護教諭等を中心に必要に応じてはお医者さんにかかっていた

だく等々の指導を踏まえてやっているというふうな状況でございます。 

  続いて幼稚園の懇談会の件については、園長のほうからお答えさせて

いただきたいと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 大木副課長。 

〇大木 剛教育委員会学務課学校教育担当副課長 それでは、小学校の

さわやか相談員への相談件数ですけれども、19年度については小学生の

相談件数が３件です。小学生の保護者の相談件数が 26件です。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 小久保幼稚園園長。 

〇小久保錦一教育委員会学務課嵐山幼稚園園長 それでは、教育懇話会

についてお答えいたします。 

  この教育懇話会は平成 18年度に始めたものでございまして、町内の小

中学校のいわゆる教育委員制度に相当するものというふうにお考えいただ

ければ間違いないと思います。地域の区長会長さん、事業主の代表の方、



小学校長代表の方、学識経験者及び現ＰＴＡ会長さんの５人でこの組織して

おりまして、学期に１回ずつ、その学期学期に幼稚園で行っている事業につ

いてこんなことをやってます、こんな点が幼稚園の特色です。課題ですとい

うことを申し上げて、適切な感想、助言をいただくことが内容のメーンでござ

います。特にそれらを参考にして幼稚園の経営に生かしていく等をメーンに

しております。１学期は子育て談話会というのを行いまして、それをこんな結

果でこんな内容がありましたということをお話し、そして保護者から園の評価

をしてもらった評価項目等についてのこんな評定をいただきましたということ

をお話して意見をいただいております。以上でございます。課題については、

特にございません。 

〇渋谷登美子委員長 清水委員。 

〇清水正之委員 さわやか相談室ですけれども、小学校で保護者からの相

談が 26件あったということで、具体的にはどういう内容だったのか、差しさ

わりなかったらお聞かせ願いたいのですが。 

  それから、児童生徒の再検査がかなり多いというふうに見ていいのかど

うかわからないのですが、この人たちの例えば心電図なんかの場合は体育

の部分、それから脊柱の場合は生活指導の面での問題だとかということで、

学校教育の中でどういうふうに生かされるのか、その子供たちの養護教諭

を中心にということなのですけれども、具体的にどういう指導がされるのでし

ょうか。２点だけお聞きしたいと思います。 

〇渋谷登美子委員長 大木副課長。 

〇大木 剛教育委員会学務課学校教育担当副課長 すみません。小学生

と中学生の相談件数とか相談内容についての把握はしているのですけれど

も、小学生でどういう内容があったか。中学生でと、そういうのはまだ把握は

できていないです。トータルとして件数を報告してもらうような形になっている

ので、その小学生がどういう内容でというのは把握はできていないのが実情

です。申しわけないです。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 いろんな尿だとか心臓の関係だとか脊

柱湾だとかあるわけですけれども、ちょっと細かくは見てないのですけれど

も、データがここにあるのですけれども、18年とかその辺からちょっと私の

ほうで調べさせていただいているのですけれども、出現率的にはそんなに

ほぼ同様の数字かなというふうにはとらえています。多いかというのはそう

いう状況でございます。 

  それから、あと具体的にどういうふうにということでお話があったわけで

すけれども、先ほど申し上げましたように、養護教諭のほうから必要に応じ



て治療勧告と申しますか、そういったことをやって、家庭でお医者さん等へ

いっていただいて治療していただくと、流れとしては、そしてその治った結果

というのでしょうか、そういうものを学校のほうへ報告していただくような、そ

ういった流れで対応しているということでございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 清水委員。 

〇清水正之委員 特に取り立てて子供たちの健康について、今問題が出て

いるということはないというふうに認識をしてよろしいのでしょうか。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 おっしゃるとおりでして、今特にそういっ

たことは聞いておりません。 

〇渋谷登美子委員長 ほかにありませんか。 

  青柳委員。 

〇青柳賢治委員 114ページ、事業名、教育相談員設置事業、報償費 33

万 9,000円でこれは去年と同額なのですけれども、19年度においてはど

のような相談というのですか、18年度よりもふえているものかどうか。それ

から、ある程度どういうものが持ち込まれてきているかというようなことがお

答えいただければありがたいです。 

  もう１つ、次のページの 116ページ、99の義務教育振興諸事業の中で

負担金ということで去年もこれほとんど同じ額なのですけれども、小川町広

域適応指導教室といって 67万 6,000円出ております。これは嵐山町の教

育行政とどのようにその部分を補助していくことによって資するのか、その

辺のところをお尋ねします。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 まず、114ページの教育相談の関係で

ございます。この教育相談につきましては、定例と臨時とがございます。定

例につきましては、毎週金曜日の午後に来ていただいて相談、それから突

発的なものというのでしょうか、保護者等から相談があったときには……失礼

しました。何日という形で教育委員会のほうで日程を調整しまして、相談を

受ける側とやっていただける方のほうで調整をして、日にちを設定してやっ

ていただいております。 

  中身でございますけれども、大きく分けて１つが教育相談ということで、

今特に通っているお子さん等のいろんな障害をお持ちのお子さん方の関係

のいろんな相談、これが１つあります。それから、もう１つは就学前から就学

にかけて、いわゆる就学をどうしたらいいのか。やはり保護者の方もそうい

った方向がなかなかやっぱりわかりづらいというか、わからないというか、そ



ういうこともあります。そういった基本的には２つの部分です。昨年が延べで

86回、相談の実の人数で８名の、ですから１人の方が何回も例えば今週来

て、来週来て、再来週来れば延べでは３回になるわけですから、そういった

ことでなくて、延べで８名ということで回答させていただきたいと思います。こ

の件については以上でございます。 

  続きまして、116ページの小川町の広域適応指導教室、これにつきまし

ては、67万 6,000円ということで非常に高額の額を負担金として納めてい

るわけですけれども、これにつきましては、ここに書いてありますように、小

川町ほか嵐山、滑川、それからときがわ、東秩父ですね、全部で５市町村で

構成して、いわゆる通常学校へ当然子供たちが通うわけですけれども、な

かなかやっぱりそこで適応できなくて、どうしても不登校的な、そういったお

子さんをこちらで当然母親からの、保護者等との相談も当然本人も相談と

かあるわけですけれども、そういったことを経て、こちらで通って、この目的

については、ただ単に学ばせるということだけではなくて、いわゆるもといた

学校にどう戻すというのでしょうか、正常な形で戻すか、そういったような形

で取り組んでいるというようなことでございまして、昨年は嵐山、両中学各１

名、２人の実績ということでございます。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 青柳委員。 

〇青柳賢治委員 そうすると、教育相談員さんのほうは全く謝礼ですので、

この回数も今 86回、それから実人員というのですか、８名ということですけ

れども、この辺は今年は 19年度はふえているということでとらえておいてい

いのか。同じですと、前年並みですといったようなことでいいのか、その辺の

ところと。 

  それから、今両中学校から１名あったという中の、これは補助金ですから

そこまであれなのでしょうけれども、この学校のほうへ完全に戻ったのかな、

19年度によって、その点を伺わせてください。 

〇渋谷登美子委員長 小林学務課長。 

〇小林一好教育委員会学務課長 教育相談の関係で対前年はどうかとい

うことでございますけれども、これは単年度でぱっぱっと決まることではない

ので、継続している方もいますので、ちょっとお尋ねについてはあれなので

すけれども、人数的にはほぼ同じぐらいかなということを申しておきます。ち

ょっと具体的な数字は持ち合わせてないので申しわけないのですけれども、

ということかというふうな理解しております。 

  それで、指導教室の関係については、副課長のほうからちょっと答弁さ

せますので、よろしくお願いします。 



〇渋谷登美子委員長 大木副課長。 

〇大木 剛教育委員会学務課学校教育担当副課長 今課長からありました

ように、各校１名ずついました。１学期に１人の子が 48 日ですか、登校して、

適応指導教室のほう、小川にあるわけですけれども、電車で１人で電車に

乗って通うわけですが、もう１人の子が 28日で、その後は学校へ通うことが

できるようになっておりますが、たださわやか相談室のほうへ通うということ

で、学級へ即通えるようにはなっておりません。ですから、さわやか相談室

とかまたは町の図書館で勉強するとかということを繰り返しているような状

況で、すぐに学級に復帰できているわけではありません。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかにありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇渋谷登美子委員長 なければ、学務課の質疑を終了します。 

  すみません。この実施計画にいろいろ数値が出てますから、皆さんこれ

をしっかり見てから質疑してください。 

  休憩します。 

          休  憩 午後 ３時２０分 

 

          再  開 午後 ３時２２分 

〇渋谷登美子委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  続いて、教育委員会生涯学習課に関する部分の質疑を始めますからど

うぞ。 

  河井委員。 

〇河井勝久委員 すみません。説明書の 37ページ、１点ほどお聞きいたし

ます。博物誌の本の関係でありますけれども、雑入で 21万 9,000円ほど

上げているわけでありますけれども、昨年４部作の化粧本、箱入りの、これ

が１冊 1,500円だと思うのですけれども、値下げされたのですけれども、値

下げされてからどのぐらいの販売部数になったのでしょうか。現在ストックが

どのぐらいあるのでしょうか。 

〇渋谷登美子委員長 田幡生涯学習課長。 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 お答え申し上げます。おっしゃいま

すように、昨年から 1,500円ということにいたしまして 146冊売れました。

出しているのは今まで４巻出してまして、民俗編、中世編、原始古代編、動

物編ということなのですが、やっぱり一番多いのは中世編というのが一番多

くて、次が民俗編とほとんどが中世編が売れたということであります。 

  それから、先ごろ 40周年記念事業ということで小中学生ですか、それか



ら区長さん、それから事業所等に配布いたしまして、最初は全部それぞれ

3,000部つくったわけなのですけれども、年度末現在在庫数ということなの

ですが、中世編が 30、それから民俗編が 520、そして動物編が 990、原始

古代編が 950冊ということであります。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 河井委員。 

〇河井勝久委員 そうすると、まだ中世編以外はかなりストックあると思うの

ですけれども、今販売している箇所、学務課でもあるのですけれども、例え

ばアイプラザだとかそれから女性会館だとか資料館ですか、県の歴史資料

館等にもあるわけなのですけれども、どこが一番今までで売れているのでし

ょうか。 

〇渋谷登美子委員長 田幡生涯学習課長。 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 前はアイプラザ、それから資料館、

そして女性会館と、それぞれちょっと置いたわけなのですけれども、なかな

か販売が伸びないというか、ほとんどが売れなかったわけなのですね。それ

で現在は役場、後は出張所ですか、出張所で販売しています。それから図

書館ということですが、役場がほとんどでその次が出張所、そしてあと少し

公民館というか図書館出ているかと思うのですけれども……失礼しました。あ

と農耕センターと公民館に置いてあります。一番売れたのは、結局役場内

で買っていただくというのが一番多いですね。そういうことでほとんどがそう

いう状況です。 

〇渋谷登美子委員長 河井委員。 

〇河井勝久委員 広報なんかでも載せたこともあるのですけれども、やっぱ

りちょっと宣伝が足りないのかなと思うのと。何年たったら全部売り切ろうと

いう計画がないでしょうか。それとも 40年事業である程度区長さんのほうで

いろいろ配布したということなのですけれども、その何らかの方法で処分と

いったらおかしいですけれども、さらに値下げするとかそういう形で検討はし

ていく方法は考えてないのでしょうか。そこをお聞きしておきたいと思います。 

〇渋谷登美子委員長 田幡生涯学習課長。 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 今までこれにつきましては、3,000

部をつくりまして、2,100冊以上残ってた。そして、この 40周年記念事業に

よりまして、小中学生の児童生徒さん等に配布させていただきまして、まだ

今のお話のように 900から残っているものもあります。 

  それで何年たったらというのは、ちょっとなかなか販売のめどというのは

今ついていないのですけれども、改めてまた配布先というのですか、その辺

のところもちょっと検討させてみてもらいたいと思います。 



  それから、宣伝もまた広報紙等を通じながら、これもちょっとやってみた

いなと考えております。ただ、宣伝して買ってくださいといって販売ができる

ものというのは、多分ほとんど少ないのかなと思うのです。作成した時点で

かなり販売し、必要な方という言い方は変なのですけれども、欲しかった人

というのはかなり手に入れているのかなという部分もあると思うのです。ただ、

改めてもう一度宣伝をするということが１つと。 

  それともうちょっと一番取っておきたい中世編というのがもうほとんど在

庫切れのような状態になりますが、そのほかのものについては、前は５年生

から中学３年生までの方にそれぞれ配布したわけなのですけれども、またち

ょっと時期を見た中で配布のほうも、配布というかこの小学校等も含めた中

で配布を考えていけたらと考えております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  清水委員。 

〇清水正之委員 23ページの体育館の使用料なのですけれども、料金改

定をして、多分１時間幾らというふうになったのだと思うのですけれども、住

民の方からは７時から９時までという体系だとなかなか集まって利用する部

分が大変だという話も聞いているのです。以前その話をしたことはあるのだ

と思うのですけれども、19年度はその料金体系、使用時間等も決まってい

たかと思いますが、運用で、例えば７時半から９時半まで使っていく運用は

されたんでしょうか。それが１点です。 

  それから、先ほど言ってた 117ページの吉田集会所を今回トイレと遊具

の改修という形で載っているのですけれども、これもちょっと前に話したこと

あるかと思うのですけれども、建物そのものが基礎の部分がむき出しになっ

ていると建物そのものが非常にもう今の時期危なくなってきているのではな

いかというふうに考えてはいるのですけれども、この改修あるいは存続して

いくという形での町としてこのトイレ改修をするに当たって、現地を見たと思

うのですけれども、その辺の考え方というのはどういうふうに考えているの

かお聞きをしておきたいというふうに思うのですが。 

〇渋谷登美子委員長 田幡生涯学習課長。 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 体育施設の使用がちょうどの時間

というのですか、７時から８時、８時、９時ということで時間単位で使用料いた

だいていまして、今のお話ですと、時間が７時半から９時半とかというような

形のずれた中でやれないかというお話だと思うのですけれども、30分でと

いう話もちらっとお聞きしたこともありますし、１団体、２団体、余り数は多くな

いのですけれども、一部の団体が少しそんな形の使い方をさせてもらえない



かというののちょっと話は聞いてます。ただ、使用料を取るためには時間も

ある程度制限した中で最初決めましたので、昨年はそんなようなあれはあり

ませんでした。 

  ただ、今年ですね、今年の話をしてしまってはちょっとおかしいかと思う

のですけれども、使えるようにという形で、例えばテニスコートなんかもまる

っきりの団体貸し出しだけではなくて、個人で使う人たちもいますという話も

ありますので、この辺のところを今考えてきておりますので、またそういう中

で今後ちょっとその特別の団体といってはおかしいのですけれども、幾つか

の団体だとは思うのですけれども、そんな話がありましたときは、後の使用

等々も考えた中でちょっと考えていきたいなと考えます。 

  それから次に、吉田集会所の関係なのですけれども、吉田集会所をつく

ってから 30数年、35年ですか、たつかと思うのですけれども、確かにつくっ

たときからという言い方は変なのですけれども、ああいう形でできて、ちょっ

といい状況ではないような部分があります。今年トイレ、あの中にトイレが障

害者用のトイレという部分、昨年度改修しまして、それからまた遊具につき

ましても北側といいますか、東側といいますか、ちょっと暗がりのところにあ

り、遊具もちょっといろいろ壊れたりしている部分があって、直そうかどうしよ

うかという部分がありまして、それでちょっと地元の方と話し合った結果、直

接あそこで使っている子供自体もかなり少ないし、改めて修繕しなくてもとい

うお話もありまして、撤去させていただきました。 

  それで今後その付近にまた改修、存続の関係なのですけれども、施設を

それなりに見て、確認し、その違うことについて考えたかというような話なの

ですが、毎回は、毎回というかかなり回数はあそこに行って見てきておりま

すけれども、今回もちょっとああいう状況なものですから、すぐというわけに

はいかないのですけれども、今後は建物も 35年たった中で、あのつくり自

体がああいうふうになっていますので、どこかの時点ではあれをどのような

形にするかということは出てくるのかなと思うのですけれども、現在はその

状況で今使っている状況であります。ただ、そろそろそのような形も考えて

いかなければいけないような時期に来ているのかなとは考えております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 清水委員。 

〇清水正之委員 要するに基礎がもうむき出しなのですよね。それこそそう

いう意味で立地条件が悪いかもしれないですけれども、あそこを使うという

のは、非常に危険性も伴うのではないかなという気がしてならないのですけ

れども、あれはもう地震にもたないのではないかというような、そういう建物

に見えて仕方ないのですが、そういう点ではやはり今課長のほうではどこか



の時点でという話は出ましたけれども、もうそれこそコンクリートの基礎がも

う目に見えて、すっかり見えてしまっているというような建物ですから、そうい

う面では公の建物でもあるし、そういう点ではきちっとした方向性を持ってい

く必要があると思うのですけれども、どうでしょう。 

〇渋谷登美子委員長 田幡生涯学習課長。 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 確かにおっしゃるとおりでありまして、

考えてみますと、あの建物は 48年だったかな、この当時つくった話で、つく

ったとき、確かにあの場所を考えたらああいう形が基礎の部分にしても多分

かなり前からそういう形があったのかなと思うのですね。それであそこを実

際いじくりまわすと、いじくりまわすという言い方変なのですけれども、耐震

の問題だとか含めた中で、今言われました基礎の問題、そしてあの中のそ

れぞれの問題というのですか、それぞれがありますので、どんな程度の形と

いうのは少し、そういうときが来たらという意味ではなく、今言われましたよう

に、ちょっと研究とか確認させていただきたいと思います。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  安藤委員。 

〇安藤欣男委員 ２点ばかりお伺いしますけれども、この説明書の 141ペ

ージ、まず嵐山スポーツ少年団ということで26万8,800円の補助なのです

が、この補助の相手先といいましょうか、現在スポーツ少年団というのはど

のぐらいあって、どんな状況になっているのか、お伺いしたいと思います。 

  それから、142ページのこの総合グランドでサッカーゴール少年用３セッ

トというのですが、これ３セット町が新しくしたということなのでしょうか。どう

いう形で新しく備品として購入が、備品購入なのですか。セットでただ置くだ

けのものだったのか。 

  それからもう１点、鎌形野球場、これはいつもどうしたらいいかというもの

もあるわけですけれども、207万 3,463円、これももちろん土地の借上料

なんかもあるわけですが、現在利用状況はどういうことになっているのか、

お伺いします。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 田幡生涯学習課長。 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 まず、スポーツ少年団ですけれども、

スポーツ少年団につきましては、野球が２団、それからサッカーが１団、そ

れからバレーボールが男女入っていますけれども、これが１つと、それから

バドミントン１つということで５団あります。そして、そこにいろいろ子供たちと

いうのは 186人。 



          〔「合計で 186人」と言う人あり〕 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 合計でですね、はい。20年度春に

なってしまいますけれども、数字で申し上げますと、野球が２団ありまして

92人、サッカーが１団ですが34人、それからバレーボールが１団ですが31

人、そしてバドミントンが 29人という状況であります。 

  そしてこれが、この 26万 8,800円というのはそれぞれの団の方にこの

中の５団にお渡ししているわけなのですけれども、県のほうの登録費等がこ

の中で大部分というのですか、かなりの金額を占めてしまっているわけです

ね。そういうこともありまして、平成 20年度からその登録費分につきまして

は、改めてこちらの補助金で出しますよということで、この26万8,800円に

つきましては、26万何がしの金額につきましては、団で普通に使える金の

ほうにいたしました。ここについては別建てで、別建てといいますか、補助金

になっているのですけれども、この中で別で登録分を町のほうで改めて団の

ほうからも申し入れがありまして、出すような形になりました。 

  それから、142ページ、サッカーゴール少年用３セットということで、昨年

嵐山町で少年団のサッカーの大会があったわけなのですけれども、ここで

改めてゴール等確認したわけなのですけれども、ちょっと前からも言われて

たわけなのですが、少年のサッカーゴールが前のがさびて、つなぎの部分

のところが一番ちょっとなってしまうわけですけれども、この辺のところが腐

食したりして、ちょっとという部分がありまして、そのときに３セット、そして今

度買わせていただいたものがアルミ製の、子供たちには軽いもので、下に

埋め込みときはそれなりにあれなので、指導者のほうがきちっとやると思い

ますけれども、ちょっといつも少年団、自分たちで運び出して持っていきます

ので、アルミ製のものに取りかえさせていただきました。それがこの３セット、

71万 5,500円ということであります。 

  それから、次に鎌形野球場の関係なのですが、鎌形野球場につきまして

は、使用料、土地をお借りしまして約１万 1,000平米ほどあるのですけれ

ども、166万ほどの借上料をお払いしているわけなのですが、これの使用に

つきましては、これでいいますと、23ページにちょっと使用料のほうが出て

るわけなのですけれども、昨年が 73件の 15万 4,100円という形で載って

いるかと思うのですけれども、その前の年が６万 7,900円ということで、使

用料は多くなったのですが、いろんなところというか、ちょっと今までのところ

とまた違うようなところもちょっと使用するような形になりまして、利用につき

ましては、前年度よりは多少伸びている、こんな利用状況であります。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 安藤委員。 



〇安藤欣男委員 スポーツ少年団については、登録料は別に出しておると

いうことなのですが、それはどこに出ているのですか。いやいや、まだまだ

……まとめて、だから、ですから５団で 26万 8,800円の早く言えばこれは運

営費、運営費の補助ということにとらえてよろしいのでしょうか。このスポ少

の育成というのは、非常に大事だと思っているのですが、ただ指導者がな

かなか少なくなってきてたり、運営が厳しいというのは聞いておりますが、新

聞等でも嵐山のスポーツ、野球少年なんかも大きな大会へ出たりあるいは

バレーは１団って、男女これはガッツでしょうかね。これなんかもかなり全国

大会へ出たり頑張っておりますので、今後これらを推進していくような努力を

なお一層お願いできればいいなと思っております。これは質問は結構です。 

  鎌形野球場ですが、利用者はふえているというのですが、利用者の内容

はどうなのですか。子供、スポーツ少年団とか社会人が使っているのかある

いは高校生が使っているのか、その辺わかりましたら。嵐山町の人が使っ

ているのですか。 

〇渋谷登美子委員長 田幡生涯学習課長。 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 スポーツ少年団の関係ですけれど

も、ちょっと私が新年度の 20年度をあわせてしてしまいましたので、先ほど

の登録料につきましては、この年までがこういうような形でほとんどが登録

料までこの中に入ってしまっていますので、新年度からは、20年度からは

登録料を別建てにし、この 26万というのは各５団で運営費で使えるような

形にいたしましたということで、ちょっと誤解を招くようなお話をしてしまいま

して申しわけございませんでした。そんなような状況でございます。 

  それから、指導者が少ない、いろいろ、いろんなことでかかわってボラン

ティアというような形で指導者をやっていただいているわけなのですけれど

も、それぞれのところで何といいますか、団によりましては、子供が入りまし

たよという中で、その子供の父兄の方というのですか、その親の方が指導

者をやりますよというような形でやっているようなものも野球やサッカー等で

は見受けられまして、そんな形で少しずつ引き受けていっているというのが

ございます。ただ、今言われましたようなバレーボール等につきましても、始

めたときは多分数人の中で指導者で始めたのだと思うのですが、この前の

人たちに早い時期の人たちが最初のころ教わった人たちというのですか、こ

のような人たちも少しずつ指導者のほうには帰ってきている。帰ってきてい

るという言い方変ですけれども、入って面倒見ていただいているような状況

も出てきているという状況であります。指導者がいないとなかなか大変だと

いうのはありますので、その辺承知しながらやっていただいている状況でご

ざいます。 



  それから、鎌形野球場の使用なのですけれども、主には大人であります。

子供というか子供ではなく、子供については使用料、先ほどの使用料も子

供たちというのは取っていませんので、使用料全部大人であります。それで

町内か町外かというお話でございますけれども、町外の方も多く使っていた

だいています。町外の方というのは、倍の値段というのですか、時間帯の、

そういうような形で払っていただきまして、あいているときはいろんなところに

貸して、町外者でも貸しておりますので、私のほうからは言えば、いろいろ借

りていただいて、使用料が上がってくればいいなと考えております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかに。 

  川口委員。 

〇川口浩史委員 23ページのただいまの鎌形野球場も含むのですけれど

も、この体育施設の使用料というのが全体でふえているのですよね。町外も

いるということであるので、一概に言えないのかなとは思うのですが、町民

のスポーツ指向というのは高くなっている傾向があるというふうに見ていい

のか。ちょっとこの利用状況から見ていいのか伺いたいと思います。 

  それから、116ページの人権の関係でふれあい講座講師謝礼、ふれあ

い塾講師謝礼とあるわけなのですが、これ講演をしたのかなと思うのですけ

れども、ちょっと中身としてどんな中身、内容だったのか。参加者はどうだっ

たのか。ちょっと中身を教えてください。 

  それから、133ページの青少年健全育成事業なのですが、青少年に対

する行政の支援というか施設のほうなのですが、ちょっとちょうどこのエアポ

ケットのようになかなか支援がし切れてないというところであるわけですよね。

子供もいろいろな制度があって、また大人、お年寄りになるといろいろな制

度があるのですけれども、そういう点でなかなか我々も青少年の問題をとら

えるのにどうとらえていっていいのかというのが悩みもあるのですけれども、

こういう活動をしている中で課題というのが何かあるようでしたら伺いたいと

思います。 

  それからその下の放課後子供教室、これ前から引き継がれて新しいも

のとしてなったわけですけれども、人数とどんな活動したのか、伺いたいと

思います。 

  それと 137ページの図書館の備品購入、これ昨年聞いたときには図書

の購入はありませんということであったわけです。今年もやっぱり図書の購

入はなかったのか。図書の購入はないと書いてありますよ。図書はないと

……あっ、ごめんなさい、要望がない、図書の要望がないというような、ごめん

なさい、要望を聞こうと思っていたのですけれども、そうか、これではだめだ。



ちょっとどんなものを購入したのか、ちょっとそこら辺伺わせてください。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 田幡生涯学習課長。 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 スポーツ体育施設使用料は伸びて

いますが、伸びてます。そして、これを見て利用の人が多くなっているという

ようなそんなようなお話かと思うのですけれども…… 

          〔「スポーツを指向する」と言う人あり〕 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 指向ということで、はい。まず、使用

料につきましては、前年が 140万 7,000円と、そして今年度がこの合計が

190万 7,000円ということで、約 50万ほど伸びてます。18年につきまして

は、この使用料をいただくようになったのが７月からいただくようになりまして、

この辺もありまして、３カ月ほどちょっと時期も違ってましたので、一概に利

用がふえただけという意味ではないのかなと考えております。 

  それから、スポーツのする人の指向がふえているのかと、スポーツは１

人１スポーツを声かけているわけなのですけれども、なかなか何というので

すか、やってない人にやっていただくということが、今やっている人というの

はかなりいろんなもの、スポーツ２種類も３種類もやっているのかなと思うの

ですけれども、その他実際にやってない人にどのようにというのは、なかな

か難しい問題で、それぞれ嵐山でもこういうようなスポーツの各部とか各チ

ーム、また大がかりにありますチーム等もいろいろあるのですけれども、や

っていけたら、いただけたらありがたいのですが、やっていただけるようにま

た何かお話というのですか、何かこんなようなのがありますよという話の中

で、スポーツをやる人をふやしていけたらいいなとは考えているのですけれ

ども、ちょっとまだそういったものはないのですが、今後何かしたらの方法を

考えていけたらと思います。 

  それから、次に116ページ、ふれあい塾、ふれあい講座等の関係なので

すけれども、吉田集会所地区の中でふれあい講座、ふれあい塾というのを

やってまして、ふれあい講座につきましては、地区の人だけでなく吉田の人

全世帯に声をかけまして、この中で参加をいただいて実施しているというこ

とで、これにつきましては、６講座開催いたしまして、６講座の回数が 45回

ほどあったわけなのですけれども、その中でいろいろなものに参加をいただ

いている。ただ、なかなか参加につきましては、１講座が６人だったり８人だ

ったりというのがありますけれども、６講座を開催し、そしてふれあい塾とい

うことでありますが、これにつきましては、小学生学級というような形で載せ

てありましたものでありまして、七郷小学校の先生方にご協力いただきまし

て、学校が終わった後、水曜日なりあと夏休み等、25回ほど開催いたしまし



た。それで終わった後、大体学校が終わって２時間程度ですか、２時間弱で

すか程度開催されております。 

  人数をちょっと言わなかったのですけれども、ふれあい講座につきまして

は、延べ人数で 486人、それからふれあい塾につきましては、延べ人数で

すが 317人です。実際の受講者というのがふれあい塾のほうにつきまして

は 18名だったですか、はい。そういう形で前ありました小学生学級を２年前

だったですか、名前を、名称を変えましてこのような形で実施しているという

ことであります。 

  それから、133ページですか、青少年健全育成の関係なのですけれども、

こちらに載せているのは、安全協の事業ということではなく、相談員協議会、

それから健全育成委員会の補助金というような形でなかなかやっているも

のというのが出ては来ないのですけれども、子供たちにつきましては、いろ

んなことというのはある程度やってますし、また大人というかある程度いった

年配の方、一番なかなか難しいのがこの青少年という若い人たちが集まっ

てという話なのですけれども、これにつきまして、こちらで実際にやっている

ものというのは、下にあります放課後子供教室というのがありますが、その

中で演劇の関係、それからバンドの関係等、若い人たちが集まって、青少

年健全育成委員会を中心にやってはいただいているのですが、なかなか時

間がとれないなり、若い人たちがなかなか自分のこというのはいろいろほか

のものがあって集まっていただけないような部分がありまして、こちらでやっ

ているのはバンドなり今言った演劇なりというのが健全育成のほうを中心に

やっておりまして、青少年につきましては、何かしら生涯学習の公民館活動

の方でも今までもいろいろ計画等もしたこともあるのですけれども、なかな

か人数が集まらないというのですか、ちょっとそんな状況ですが、ただそう言

っているばかりではなく、どんな形でとか、またよその状況等もありますので、

ちょっと確認した上で何かよいものがありましたら考えていきたいなと考えて

います。 

  それから、その下の放課後子供教室なのですけれども、これにつきまし

ては、今まで昨年、以前 18年までは直接健全育成委員会が主催となって

いた中でやっていたのが、はじめて昨年からは町予算を計上した中で実施

していくということで、公民館のほうへお願いしまして、公民館のほうを中心

にやっていただいております。それでやっていることというのは、実際昨年度

は親子パソコン教室、夏休み子供パソコン教室、また子供裁縫教室、子供

お菓子づくり教室、それからジュニア科学教室、そして子供のバンド教室、

そしてまた体験ツアーというような形でちょっとバンド教室がかなりの回数を

占めていますが、バンド教室を抜かしても15回程度はやっております。これ



は状況でよろしいですか。放課後子供教室はこの状況であります。 

  それから、図書館の図書の購入につきましては、図書館長のほうからお

答えいたします。 

〇渋谷登美子委員長 小黒図書館長。 

〇小黒準三教育委員会生涯学習課知識の森嵐山町立図書館館長 137

ページの備品購入費の図書及び視聴覚資料というところなのですが、こちら

は本とＣＤとかＤＶＤ、ビテオ等の備品購入で買っております。まず、毎週金

曜日が全部発行されたものが図書館のシステムの中にコンピューターで業

者のほうから、契約している業者のほうから入ってきます。それで水曜日に

うちのほうが発注したこの図書とか視聴覚資料についての注文した件数が

全部入力されます。それでふだん館の利用者の方がうちのほうに見えて、

今うちのほう探したけれども、本がないということで新刊が欲しいとかと書く

のですけれども、そのときに一応リクエストカードというものに書きまして、そ

れで館のほうも書いてあるからすぐそれを買うということではなくて、本です

とある程度流行、多過ぎても貸し出しが多くなるような本をやはり買うという

ことで考えております。ですから、今現在流行しているからすぐ欲しいという

本はなかなか財源的に考えますと、すぐ何でも入れるわけにいきませんの

で、その場合は他館のほうに相互貸借ということで出しまして、あるかどうか

の確認して、あいていればそちらのほうから借りて利用者に貸し出すという

方法をとっております。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 川口委員。 

〇川口浩史委員 体育施設なのですけれども、件数が減っているのもある

のですけれども、結構伸びているのもありますので、それで町民の傾向とし

てスポーツを指向するのが高くなってきているのかなとお聞きしたのですが、

ちょっとまだわかってないみたいですので、わかりました、それは。もう少し

様子を見て。 

  それと 116ページのふれあい講座、塾なのですが、中身をちょっとお話

していただくのは難しいでしょうか。伺わせていただければと思います。 

  それと青少年健全育成会、一番の悩みは課題は人数が集まらないとい

うことで、確かに一番頭の痛い問題だなと思います。粘り強くやっていただく

のしかない、今はないかなと思うのですけれども、なかなかここの世代への

支援というもののいろんな要求があってしかるべきなのですけれども、なか

なかそれが行事に出てこないというのが現状かなというふうにお話し聞いて

いて思いました。担当の人には頑張っていただくようにお話していただけれ

ばと思います。 



  図書館なのですが、なるほどそういうことで買うわけですか。それで昨年

のお話ですと、図書の要望がないということであるわけですけれども、実際

どうだったのでしょうか。どんな本を買われたのか、どんな傾向の本を買っ

たのか、参考までに伺わせていただきたい。 

〇渋谷登美子委員長 田幡生涯学習課長。 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 ふれあい講座、ふれあい塾の中身

ということですけれども、ふれあい講座につきましては、健康ダンス教室、そ

れからカラオケ教室、それから手芸教室、それから手話歌教室、それからス

トレッチ教室。そのほか合同でやったりとかそういうようなこともあるのです

が、町の歴史と文化財探訪、それから先ほどのふれあい塾というのは小学

生なのですけれども、子供たちとの交流事業ということで、グランドゴルフ教

室、それからおやつづくり、もちつき大会、これらを子供たち等に一緒にやっ

ておりまして、一番最後にこのふれあい塾、ふれあい講座ということで、一

緒に集会所まつりというような形で最後今までの成果発表というのですか、

これをやっているということでございます。 

  そして、ふれあい塾につきましては、先ほどお話ししたのですが、学校で

終わった後、そちらに行って２時間程度やるというお話させていただいたの

ですが、集まった中で学校の先生が中心になっていますので、終わった後

集まった中でプリント学習というのを簡単に先生がつくったものを 15分程度

実施し、その後先ほどパソコン教室とかそれから夏休みになりますと、夏休

みの課題、それから折り紙、また体験としましてグランドゴルフ、それからお

やつをつくったり、スキー教室、それから書き初めの練習等々このようなも

のをふれあい塾の中ではやっております。それで終わった後というのは、ま

た一緒に先ほどと同じ集会所まつりの中で子供たちがつくった作品等の展

示をしたりしているということであります。 

  図書館につきましては、図書館長のほうから答弁させます。 

〇渋谷登美子委員長 小黒図書館長。 

〇小黒準三教育委員会生涯学習課知識の森嵐山町立図書館館長 どうい

う傾向の本ということなのですけれども、今現在手持ちのこちらの資料の中

では、かなり冊数になりますので、どういう本の傾向というデータは持ち合わ

せしておりませんですけれども、買い方としますと、一般図書と児童図書と

いう分け方で大まかで大体分けております。それで今一般図書のほうです

と、約 2,200冊、それで児童図書ですと 792冊、それで後は主なので、19

年度は特に百科事典が紙ベースのが 19年度で最後になるということで、新

しく全部改訂されましたので、百科事典を一応大きいのでは購入しておりま

す。 



  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 川口委員。 

〇川口浩史委員 ふれあい講座とふれあい塾なのですが、こうして中身を

お聞きして、どうも人権の問題とどう結びつくのかなという疑問がわくわけで

すよね。つまりこういうことが結びつくのですよというものが何かおっしゃられ

るのでしょうか、ちょっとそういうことだけ伺いたいと思います。 

〇渋谷登美子委員長 田幡生涯学習課長。 

〇田幡幸信教育委員会生涯学習課長 集会所学習の小学生学級、ふれあ

い塾なのですけれども、私がちょっと人権関係を言わなかったのですけれど

も、人権についてのただ話というのではなく、あの中で、やられている中で優

しさなり思いやりというような部分というのも当然あると思うのです。そういう

中であの中で実際やってますのが、例えばちょっと勉強もありますよというこ

とで基礎学力というのも多少、多少という言い方変ですけれども、やってま

すし、仲間づくりということでありますし、それから１年生から６年生まで実際

入ってまして、上の人が下の人を見てくれるとか、そういうような形等々もあ

りますので、まるっきり人権関係がないという意味ではなくて、こういう中で

いろんなことを学んでいっているということであります。 

  以上です。 

〇渋谷登美子委員長 ほかにありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇渋谷登美子委員長 なければ、生涯学習課の質疑を終わります。 

  以上で歳入歳出実質収支に関する調書及び財産に関する調書等の添

付書類の質疑は、すべて終了いたしました。 

  以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 
 

    ◎散会の宣告 

〇渋谷登美子委員長 本日はこれにて散会いたします。 

  なお、次回の決算審査特別委員会は、10月６日午前９時30分から行い

ますので、ご了承願います。 

  ご苦労さまでした。 

                             （午後 ４時１３分） 


